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ふれあい高新in四万十市　

　10月30日～11月3日にかけて、「ふれあい高

新in四万十市」が開催されました。

　会期中はさまざまなイベントが行われると

ともに、新聞紙上でも、四万十市の情報がたく

さん発信されました。

　11月2日には、テレビでおなじみの月亭方正

さんの落語会が行われ、一條神社の厳かな雰囲

気の中、会場は笑いの渦に包まれました。

今月の主な内容 Contents

年末年始の市役所関係業務

四万十市の道路整備を進める女性の会　会員募集

四万十市表彰の候補者募集

第5回西土佐運動会

本年度まだがん検診を受けていない皆さまへ

平成27年度 保育所入所受付

四万十市スポーツ賞　推薦募集
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【問い合わせ・申込先】四万十市教育委員会 生涯学習課 ☎（��）��11

昔から親しまれ伝えられてきた「和だこ」を作り、四万十川の風に
乗せて楽しみましょう。みんな集まれ！

一般業務
　年末 ： 12月26日（金）17時15分まで
　年始 ： １月５日（月）８時30分から
　（戸籍関係届出書などの夜間・休日窓口での受
　  け付けは行っています）　
図書館　☎（35）2923
　年末 ： 12月27日（土）18時まで
　年始 ： １月４日（日） ９時から
郷土資料館　☎（35）4096
　年末 ： 12月30日（火）17時まで
　　　　※ 入館は16時30分まで
　年始 ： １月２日（金）８時30分から
市民病院　☎（34）2126(代)
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月５日（月）から
診療所
●西土佐診療所　☎（52）1011
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月５日（月）から
●大宮出張診療所
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月６日（火）から
●口屋内出張診療所
　年末 ： 12月25日（木）まで
　年始 ： １月８日（木）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末 ： 12月16日（火）まで
　年始 ： １月７日（水）から
体育施設
●市民スポーツセンター　☎（34）2071
●具同体育センター　　　☎（37）4558
　年末 ： 12月28日（日）まで
　年始 ： １月４日（日）から

一般業務
　年末 ： 12月26日（金）17時15分まで
　年始 ： １月５日（月）８時30分から
　（戸籍関係届出書などの夜間・休日窓口での受
　  け付けは行っています）　
図書館　☎（35）2923
　年末 ： 12月27日（土）18時まで
　年始 ： １月４日（日） ９時から
郷土資料館　☎（35）4096
　年末 ： 12月30日（火）17時まで
　　　　※ 入館は16時30分まで
　年始 ： １月２日（金）８時30分から
市民病院　☎（34）2126(代)
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月５日（月）から
診療所
●西土佐診療所　☎（52）1011
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月５日（月）から
●大宮出張診療所
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月６日（火）から
●口屋内出張診療所
　年末 ： 12月25日（木）まで
　年始 ： １月８日（木）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末 ： 12月16日（火）まで
　年始 ： １月７日（水）から
体育施設
●市民スポーツセンター　☎（34）2071
●具同体育センター　　　☎（37）4558
　年末 ： 12月28日（日）まで
　年始 ： １月４日（日）から

家庭ごみ収集（普通ごみ）
●中村、具同地区
　年末 ： 12月29日（月）まで
　年始 ： １月５日（月）から
●東山、下田、東中筋、中筋、蕨岡、八束、後川、
　大川筋、富山地区
　年末 ： 12月30日（火）まで
　年始 ： １月６日（火）から
●西土佐地域
　年末 ： 12月29日（月）まで
　年始 ： １月５日（月）から
幡多クリーンセンター　☎（31）2600（溶融炉：上ノ土居）
　年末 ： 12月30日（火）16時まで
　年始 ： １月５日（月）９時から
し尿処理　　　　　
●衛生センター中村　☎（36）2464
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月 ５日（月）から
●クリーンセンター西土佐　（31）9700
　年末 ： 12月26日（金）まで
　年始 ： １月５日（月）から
火葬場
幡多中央斎場　☎（43）0077
　年末 ： 12月31日（水）17時15分まで
　年始 ： １月２日（金）８時30分から

詳細については、それぞれ各施設、担当課までお問い
合わせください。
      （ 本  庁 ）☎（��）1111(代)
      （総合支所）☎（��）1111(代)

年末年始の市役所関係業務年末年始の市役所関係業務

※いずれも参加費は無料です。また、主催者側で傷害保険に加入しますが、保険以外の補償はありませんのでご了承ください。

日　　時 1�月��日（金）1�時～1�時

場　　所 市立中央公民館 �階 大ホール

参  加  者 小・中学生（子どもさん一人でも、親子でも、おじいちゃん、

     おばあちゃんとでも参加できます）

募集人員 �0人（先着順）

受付期間 1�月1日（月）～1�日（金）

     直接または電話で申し込みしてください。

　　　　　なお、定員になり次第締め切らせていただきます。

日　　時 1月1�日（日）1�時～1�時 （雨天の場合は1月��日（日）に延期）

     当日天候が不順の場合は、午前10時までに決定します。電話で確認してください。

場　　所 入田河川敷（四万十市キャンプ場）

参  加  者 参加は自由ですのでお気軽に会場においでください。（親子での参加大歓迎！）

     ただし、審査対象は｢自作だこ｣や｢和だこ｣を持っている方となります。
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毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は1月4日（日）～高知県防災マップ（県庁ホームページ）はチェックしましたか？～

　

こ
れ
ま
で
広

報
で
も
住
宅
耐

震
化
の
補
助
制

度
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
月

は
補
助
事
業
の

ご
紹
介
と
あ
わ

せ
て
、
住
宅
の

耐
震
化
に
つ
い

て
の
Ｑ
＆
Ａ
を

掲
載
し
ま
す
の

で
申
請
の
際
の

参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

お
住
ま
い
の
耐
震
化
は
お
済
み
で
す
か
？

災害に備えて ～防災活動の紹介等～
Ｑ
１
　

耐
震
診
断
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
１
　

お
住
ま
い
の
弱
点
や
工
事
の
お
お
よ

　
　
　

そ
の
費
用
が
分
か
り
ま
す
！

　

耐
震
診
断
を
す
る
こ
と
で
お
お
よ
そ
の
工
事
費

用
と
お
住
ま
い
の
ど
こ
が
弱
い
の
か
が
具
体
的
に

分
か
り
ま
す
。
四
万
十
市
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
は
無
料
で
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
　

耐
震
診
断
に
は
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
？

Ａ
２
　

半
日
く
ら
い
を
目
安
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
診
断
士
を
派
遣
し
て
見
ら
れ
る
範
囲
で

調
査
（
診
断
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
壁
を
壊
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。診
断
の
際
に
、耐
震
化

の
こ
と
や
お
住
ま
い
の
こ
と
で
不
安
な
こ
と
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
診
断
士
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Ｑ
３
　

耐
震
設
計
っ
て
い
く
ら
か
か
る
？

Ａ
３
　

30
万
円
＋
税
が
平
均
額
。
補
助
金
を

　
　
　

活
用
す
れ
ば…

　

こ
の
耐
震
設
計
か
ら
自
己
負
担（
持
出
）が
発
生

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。平
均
額
は
30
万
円
＋
税
。

補
助
金
は
上
限
20
万
円（
設
計
費
の
２
／
３
）ま
で

出
ま
す
の
で
、
活
用
い
た
だ
く
と
持
出
費
用
は
約

10
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
４
　

耐
震
工
事
っ
て
い
く
ら
か
か
る
？

Ａ
４
　

Ｈ
25
年
度
の
高
知
県
内
の
平
均
額
が

　
　
　

約
１
８
０
万
円
。補
助
金
を
活
用
す
れ
ば…

　

平
成
25
年
度
の
県
内
の
耐
震
工
事
件
数
は
６
９

５
棟
（
７
３
１
件
）
。
平
均
工
事
費
は
約
１
８
０
万

円
で
そ
の
う
ち
７
割
以
上
は
２
０
０
万
円
以
内
に

収
ま
る
工
事
で
し
た
。
補
助
金
90
万
円
を
活
用
す

れ
ば
持
出
費
用
は
約
１
０
０
万
円
程
度
に
な
り
ま

す
。ま
た
、壁
や
床
等
を
壊
さ
ず
に
補
強
す
る
低
コ

ス
ト
工
法
も
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
工
事

費
用
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
工
事
期
間
は

約
２
週
間
を
目
安
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　最大クラスの南海トラフ地震の
想定では強い揺れが長時間（2～３
分）続くといわれ、昭和５６年６月
以前に建築された住宅は耐震基準
を満たしていないといわれていま
す。長時間の揺れに耐えうる住宅
にすることは、住宅の倒壊からご
自身やご家族の命を守ることに繋
がります！また、住宅が倒壊する
ことで、道を塞いで避難の妨げに
なったり、避難している人が下敷
きになったりすることもありま
す。耐震化することによって、ご自
身やご家族だけでなく、地域住民
の命を守ることにも繋がります。

高知県に登録された耐震診断
士を派遣して診断をします。
※お申込は以下をご持参のう 
　え、市役所地震防災課へ！
・固定資産税土地・家屋課税明
細書（または税務課で「名寄
帳（なよせちょう）」を取得）
・印鑑

診断の結果、倒壊の可能性
があると判定された住宅を
所定の基準以上の住宅にす
る耐震工事の設計に対して
補助をします。

所定の基準以上の住宅にす
る耐震工事に対して補助を
します。
※リフォームと合わせて耐
　震工事をしていただいて
　もかまいません（補助は
　耐震工事該当分のみ）。

耐震工事は必要なの？そもそも…

～ 住宅耐震化関係の補助事業の流れ ～
対象住宅：昭和56年5月31日以前に建築された住宅

耐震診断 耐震設計 耐震工事

無料
上限２０万円補助 上限９０万円を補助（木造住宅の場合）
（設計費の２／３）

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

住
宅
の
耐
震
化
Ｑ
＆
Ａ まずは耐震

診断を！

特
命
職
員

　

ぶ
し
ゅ
ま
ろ
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市
で
は
、地
域
浮
揚
の
鍵
を
握
る
と
同
時
に
災
害
時
に
お
け
る
命
の
道
と
な
る
、四
国
横
断
自
動
車
道
を
は

じ
め
、国
道
4
3
9
・
4
4
1
号
や
主
要
県
道
な
ど
、市
域
の
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、さ
ら
に
こ
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、日
常
生
活
や
子
育
て
環
境

な
ど
女
性
の
視
点
か
ら
道
路
整
備
の
重
要
性
を
関
係
機
関
に
届
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、こ
の
度
、「
四
万
十

市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性
の
会
」を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
む
け
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
女
性
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

○
会
の
目
的
お
よ
び
事
業

　

四
万
十
市
の
主
要
幹
線
道
路（
以
下「
幹
線
道
路
」と
い
う
）の
早
期
建
設
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、こ

の
目
的
達
成
の
た
め
次
の
事
業
を
実
施

　

（
1
）幹
線
道
路
の
建
設
促
進
の
た
め
の
国
・
県
そ
の
他
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望
、意
見
交
換
会
等

　

（
2
）事
業
の
促
進
に
必
要
な
調
査
、研
究
お
よ
び
宣
伝
活
動
等

　

（
3
）そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業

○
募
集
人
員

　

制
限
な
し

○
入
会
資
格

　

四
万
十
市
に
在
住
し
、幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
む
け
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
女
性
の
方

○
入
会
手
続
き

　

・
申
込
期
間

　
　

随
時

　

・
申
し
込
み
方
法

　
　

A
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
お
よ
び
簡
単
な
入
会
希
望
動
機
を
記
入
の
う
え
、左
記
の
申

　
　

込
先
に
郵
送
、F
A
X
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

「
四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性
の
会
」事
務
局

　

（
市
）ま
ち
づ
く
り
課
　

☎（
3
4
）6
1
2
7　

F
A
X　

（
3
4
）0
3
8
1

四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

種
類

市
民
表
彰

功
労
表
彰

善
行
表
彰 　

　

対
象

個
人

個
人
も
し
く
は

団
体

個
人
も
し
く
は

団
体

　

市
で
は
、市
制
発
足
以
来
３
回
目
と
な
る
四
万
十
市
表
彰
式
を
、来
年
４
月
10
日
開

催
予
定
の
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典
で
実
施
し
ま
す
。左
記
の
要
領
で
表
彰

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
表
彰
の
種
類
お
よ
び
選
考
基
準
等

◎
推
薦
方
法

　

所
定
の
推
薦
書
等
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※

書
類
は
本
庁
１
階
総
合
案
内
、３
階
総
務
課
秘
書
係
、西
土
佐
総
合
支
所
窓
口

　
　

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
10
周
年
記
念
バ
ナ
ー
等

　
　

か
ら
も
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

◎
提
出
期
限

　

12
月
25
日（
木
）ま
で

　
※

詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
市
）総
務
課
　

秘
書
係
　

☎（
３
５
）３
６
６
１

四
万
十
市
表
彰
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

選
考
基
準

①
市
民
か
ら
深
い
親
近
感
を
持
た
れ
て
い
る
人

②
個
人
、家
庭
人
、社
会
人
と
し
て
市
民
か
ら
人
間

　

的
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
持
た
れ
て
い
る
人

③
人
生
の
起
伏
を
強
い
意
志
と
努
力
に
よ
っ
て
克

　

服
し
て
き
た
人

本
市
の
政
治
、産
業
、経
済
の
振
興
ま
た
は
文
化
の

向
上
に
著
し
い
貢
献
を
さ
れ
た
人
も
し
く
は
団
体

①
本
市
の
公
益
事
業
に
尽
力
し
、
ま
た
は
公
務
を

　

助
力
し
そ
の
成
績
顕
著
な
人
も
し
く
は
団
体

②
一
般
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
を
し
た

　

人
も
し
く
は
団
体

�
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四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

四
万
十
市
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
資
格
を

有
す
る
人
の
申
請
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

 

平
成
26
年
３
月
31
日
確
定
の
選
挙
人
名
簿
の
登
載
者
に
つ
い
て
は
、個
人
宛
に
申

請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
申
請
さ
れ
よ
う
と
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

左
記「
申
請
書
の
備
付
場
所
」に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
該
当
者

　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
、次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

（
１
）年
齢
20
歳
以
上
の
人

（
２
）10
ア
ー
ル（
１
反
）以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
同
居
の
親

族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

■
申
請
書
の
提
出
期
限

　

平
成
27
年
１
月
９
日（
金
）ま
で
左
記
の
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
申
請
書
を
郵
送
の
場
合

　
　

〒
７
８
７
‐
８
５
０
１
　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10

　
　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
課
内
）

　

●
申
請
書
を
持
参
す
る
場
合

　
　

①
中
村
地
域
　

市
役
所
本
庁
５
階
　

四
万
十
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
農
林
課
内
）

　
　

②
西
土
佐
地
域
　

西
土
佐
総
合
支
所
　

産
業
建
設
課

■
申
請
書
の
備
付
場
所

　

○（
本
　
　

庁
）農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
課
内
）
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

　
　
　
　
　
　
　

務
局

　

○（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課

　

○
高
知
は
た
農
業
協
同
組
合
中
村
支
所
、西
土
佐
支
所
、中
村
東
部
出
張
所
、

　
　

中
村
南
部
出
張
所
、中
村
北
部
出
張
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

☎（
３
４
）１
７
８
４

10
月
15
日
〜
11
月
14
日

10
月
15
日
　

し
ま
ん
と
市
民
祭
実
行
委
員
会
　

理
事
会
　

 

　
　

16
日
　

高
知
県
市
長
会
議（
宿
毛
市
）

　
　

18
日
　

予
土
線
（
宇
和
島
鉄
道
）
宇
和
島
駅
〜
近
永
駅
間

　
　
　
　
　

開
通
1
0
0
周
年
記
念
式
典（
鬼
北
町
）

　
　
　
　
　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
前
夜
祭

　
　

19
日
　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
会
式
、表
彰
式

　
　

20
日
　

国
道
3
2
1
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
土

　
　
　
　
　

佐
清
水
市
）

　
　

21
日
　

大
川
筋
地
域
子
ど
も
を
守
る
会
要
望
受

　
　
　
　
　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学「
高
知
県
地
域
医
療
支

　
　
　
　
　

援
講
座
」主
催
　

市
民
向
け
健
康
講
座

　
　

22
日
　

四
国
市
長
会
議（
東
温
市
）

　
　

23
日
　

四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性
の
会

　
　
　
　
　

く
ら
し
と
医
療
を
守
る
全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
申
入
れ
受

　
　

24
日
　

鉄
道
デ
ザ
イ
ン
国
際
賞「
ブ
ル
ネ
ル
賞
」受
賞
報
告
会

　
　
　
　
　

中
村
青
年
会
議
所
主
催
　

四
万
十
市
長
・
黒
潮
町

　
　
　
　
　

長
意
見
交
換
会

　
　

25
日
　

福
祉
ふ
れ
あ
い
合
同
運
動
会

　
　
　
　
　

土
佐
清
水
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典（
土
佐
清
水
市
）

　
　

26
日
　

幡
多
中
央
地
区
消
防
連
合
会
総
合
訓
練

　
　

27
日
　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
四
国
地

　
　
　
　
　

方
整
備
局
要
望（
高
松
市
）

　
　

28
日
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

　
　

30
日
　

移
動
高
知
新
聞
「
ふ
れ
あ
い
高
新
in
四
万
十
市
」

　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
　

　
　

31
日
　

土
佐
西
南
大
規
模
公
園
建
設
促
進
同
盟
会
総
会

11
月
１
日
　

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知
市
）

　
　

２
日
　

市
民
総
合
体
育
祭
総
合
開
会
式
　
　
　
　

　
　
　
　
　

え
び
す
ふ
る
さ
と
文
化
祭

　
　
　
　
　

ハ
イ
ク
ラ
ソ
ー
ナ
　

ウ
ィ
ン
ド
　

ア
ン
サ
ン
ブ

　
　
　
　
　

ル
定
期
演
奏
会

　
　

３
日
　

西
土
佐
運
動
会

　
　

５
日
　

本
庁
舎
防
災
訓
練

　
　

６
日
　

四
国
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　

（
高
知
市
）

　
　

７
日
　

幡
多
小
・
中
学
校
長
会
研
究
大
会
並
び
に
幡
多
地

　
　
　
　
　

区
教
育
問
題
研
究
協
議
会

　
　

９
日
　

西
土
佐
地
域
社
会
福
祉
大
会
　

　
　

10
日
　

医
師
確
保
業
務（
高
知
市
）

　
　

11
日
　

四
万
十
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
大
用
地
区
へ

　
　
　
　
　

寄
付
贈
呈
式

　
　

12
日
　

四
国
横
断
自
動
車
道
高
知
県
建
設
促
進
期
成
会
・

　
　
　
　
　

国
道
4
4
1
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
四

　
　
　
　
　

国
地
方
整
備
局
要
望（
高
松
市
）

　
　

14
日
　

関
東
高
知
県
人
会（
東
京
）

市
長
日
誌

　

平
成
27
年
度
（
市
外
業
者
は
平
成
27
・
28
年

度
）に
四
万
十
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
・
物
品

買
入
れ
な
ど
の
競
争
入
札
へ
の
参
加
希
望
者
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

１
月
５
日(

月)

〜
30
日(

金)

　

※

土
、日
お
よ
び
祝
日
は
除
く

申
請
方
法

　

持
参
と
す
る
。（
市
外
業
者
は
、
郵
送
も
可
と

　

す
る
。た
だ
し
期
間
内
必
着
。）

申
請
書
類

　

（
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
原
本
以
外
Ａ
４
サ
イ
ズ

　

と
し
ま
す
。）

　

○
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　

○
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合
評

　
　

定
値
通
知
書（
直
近
の
も
の
の
写
し
）

　
　

※

建
設
工
事
の
み

　

○
納
税
証
明
書

　

○
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書
及
び
照
会

　
　

承
諾
書

　

○
そ
の
他

　

※

詳
し
く
は
四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
　

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
　

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）財
政
課
　

管
財
契
約
係

　

☎（
3
4
）6
1
2
0

�
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10
月
17
日
（
金
）「
わ
か
ふ
じ
寮
の
み
ん
な
で
一
生
懸
命

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。私
た
ち
は
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て

い
ま
す
。」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、パ
ン
ジ
ー
、マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
花
た
く
さ
ん
の
10
個
の
花
鉢
（
プ
ラ

ン
タ
ー
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
受
付
会
場
の
玄
関

に
、
ま
た
翌
日
は
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
前
に
設
置
し
て
、
選
手

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
支
援
施
設「
わ
か
ふ
じ
寮
」で
は
、
昨
年
11
月
か

ら
46
人
が
生
活
し
て
お
り
、
農
作
業
や
花
だ
ん
づ
く
り
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
毎
年
花
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

で
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

障
害
者
支
援
施
設

「
わ
か
ふ
じ
寮
」か
ら

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ

　

11
月
７
日
（
金
）
、
四

万
十
川
河
川
敷
（
四
万

十
市
入
田
）
に
あ
る
入

田
ヤ
ナ
ギ
林
で
、
来
年

３
月
の
菜
の
花
ま
つ

り
開
催
に
向
け
た
一

斉
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。

　

入
田
ヤ
ナ
ギ
林
の

1
0
0
0
万
本
の
菜

の
花
の
森
は
、
四
万
十

市
の
春
を
代
表
す
る

春
の
観
光
地
の
一
つ

と
し
て
定
着
し
て
お
り
、市
民
の
皆
さ
ん
に
も
散
歩
や
行
楽
で
、親

し
ま
れ
て
い
る
場
所
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
日
は
、３
回
に
わ
た
る
台
風
の
増
水
の
た
め
、ヤ
ナ
ギ
の
枝

や
幹
に
か
か
っ
た
枯
れ
草
や
流
木
な
ど
を
中
村
西
中
学
校
、幡
多

農
業
高
等
学
校
の
生
徒
、市
内
の
事
業
所
や
団
体
約
2
5
0
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
に
、市
民
の
皆
さ
ん
と
共
同
で
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
、こ
の
菜
の
花
の
森
を
一
層
多
く
の
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。来
年
春
に
は
愛
情

の
い
っ
ぱ
い
こ
も
っ
た
菜
の
花
が

会
場
一
面
に
咲
き
誇
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

入
田
ヤ
ナ
ギ
林
一
斉
清
掃

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、ご
自
身
が
林
退

共
へ
加
入
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
お

調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ
び
被
共
済
者

の
皆
さ
ま
に
対
し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、

退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
ま
た

は
最
寄
り
の
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　

http://w
w

w
.rinta

iky
o.ta

isy
okukin.g

o.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
‐
2
4
‐1

　

 

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

☎
0
3(

6
7
3
1
）2
8
8
7

　

F
A
X
0
3(

6
7
3
1
）2
8
9
0

り
さ
い

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）に
関
す
る
お
知
ら
せ

�

平
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 広報10月号と11月号では、四万十川条例の大まかな内容についてご紹介しました。今月号からは、四万
十川条例で掲げた「四万十川の将来像」を実現するために四万十市内で行われているさまざまな取り組み
をご紹介していきます。

最後の清流を後世に
第3回：人と川とのつながり

【四万十川の文化】

【問い合わせ先】 （市）観光課 四万十川対策係 ☎（��）11�0

　四万十市四万十川条例第14条では「市は、四万十川を
軸に営まれてきた人と川との関わりの文化を継承する
ため、必要な方策を講ずるように努めるものとする。」
とうたわれています。
　‘四万十川の文化’と聞いて、思い浮かぶものは何で
すか？
　川辺で執り行われる四季折々のお祭りや多様な川
漁、生活に溶け込みながら観光ポイントにもなってい
る沈下橋や赤鉄橋などなど。いずれも、人々の生活と四
万十川とのつながりによって創られたこの地域ならで
はの文化です。
　また、このような文化により形成されてきた景観は、
全国から高く評価され、国の文化財である重要文化的
景観としての選定も受けています。
　四万十市内では、これら「人と川との関わりの文化」
を継承していくことを目指しいろいろな事業が行われ
ています。今回はこの中より、四万十市が高知大学や漁
業組合と協働して行っている川漁文化を守るための取
り組みをご紹介します。

【四万十川からの恵みをまもるために】

　私たちが住む下流域では、鮎漁をはじめとした川漁が
盛んに行われており、先人の知恵と工夫を受け継いだ漁
労が地域の食文化を支えています。さらに河口域へ下る
と、広大な汽水域を生かした鰻漁や青のり(スジアオノ
リ)漁、青さのり(ヒトエグサ)養殖などが行われ、四万十
川独自の景観を生み出しています。
　このような四万十川の恵みは、日々の糧や貴重な収入
源として、さらには娯楽のひとつとしても、流域の生活
の中でごく当たり前に享受されてきたのです。
　ところが近年川に関わる方々から、この四万十川の恵
みが「少なくなってきた」と声があがるようになりまし
た。先人たちが大切に資源を維持管理しながら継承して
きた文化が、危機にさらされているのです。
　この文化をしっかりと未来につないでいけるよう、四
万十市と高知大学とが協働して鮎と青のりについての
研究事業を進めています。またこの取り組みを生かし、
市と漁業組合とで組織する四万十川漁業振興協議会で
は、鮎調査や青さのり養殖の支援を行っています。
　このほかにも、漁業組合では地元小中学校と協力して
放流や川漁体験の場を設け、将来を担う子どもたちが漁
師の仕事に触れる機会を提供するなど、いろいろな観点
から川漁文化を継承していくための取り組みが行われ
ているのです。

 今回取り上げた川漁文化に関する取り組み以外にも、大学生に四万十川の文化的景観について考えてもらう四万
十川流域５市町連携学生キャンプ、黒尊川地域の魅力を生かすために作成した「くろそん手帖」に関連する取り組み
など、「人と川との関わりの文化」を継承していくために行われているものがたくさんあります。市民の皆さんにご
参加いただけるものもありますので、興味を持たれたイベントにはぜひ足を運んでみてください。

鮎は上って来
ようろうか？

(鮎遡上調査)

養殖用に青さ
のりのタネを
付けよるよ。
(ヒトエグサ種付け)

箱めがねと棒
しゃくりで鮎
を狙うがで！

(しゃくり漁体験)

道具を沈めて、青
のりの子どもが居
るかを調べます。

(スジアオノリ遊走子調査)

卵は産めたか
な？成長度合いに
ついての調査も
やります。
(鮎生殖腺調査)

青のりの子ど
もを顕微鏡で
のぞくと…
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地
域
づ
く
り
人
事
業

地
域
づ
く
り
人
事
業

き
し

　

A
N
A
総
合
研
究
所
の
来
住
で
す
。

　

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
の
1
年
で
し
た
。こ
の
時
期
、い
つ
も
気
に
な
る
の
は
日
本

の
伝
統
行
事
の
ひ
と
つ
、歌
会
始
の
お
題
で
す
。2
0
1
5
年
の
お
題
は「
本
」。こ
の

お
題
は
毎
年
、い
ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

歌
会
始
が
身
近
に
な
っ
た
の
は
10
数
年
前
に
茶
道
を
習
い
始
め
て
か
ら
で
す
。毎

年
、お
茶
の
先
生
か
ら
歌
会
始
の
お
題
を
教
え
て
い
た
だ
き
、一
年
間
に
あ
っ
た
出
来

事
や
、来
年
の
抱
負
な
ど
を
皆
で
話
を
す
る
の
が
恒
例
で
し
た
。私
に
と
っ
て
歌
会
始

は
話
題
の
ひ
と
つ
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、あ
る
年
の
お
題
が「
笑
顔
」だ
っ

た
時
、
お
題
と
い
う
も
の
は
仕
事
の
目
標
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
毎
年
、

お
題
だ
け
は
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
が
四
万
十
市
に
来
た

2
0
1
3
年
は「
立
」、2
0
1
4
年
は「
静
」で
し
た
。

　

来
年
の
お
題
の「
本
」か
ら
連
想
す
る
の
は
読
書
で
す
が
、最
近
は
忙
し
く
、あ
ま
り

読
ん
で
い
ま
せ
ん
。余
談
で
す
が
、「
忙
し
い
は
言
い
訳
に
な
ら
な
い
、時
間
と
は
自
分

で
つ
く
る
も
の
」と
昔
、先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。本
を
読
む
時

間
を
捻
出
で
き
な
い
ぐ
ら
い
何
が
忙
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
反
省
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
い
く
時
間
を
、せ
め
て
四
万
十
市
に
駐
在
で
き
る
間

は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
お
題
を
通
じ
、さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
歌
会
始
は
、最
近
で
は
私
の
生
活
の
一
部
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、読
書
で
す
が
、実
は
読
書
は
心
身
の
健
康
に
よ
く
、大
脳
の
活
性
化
や
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
、
孤
独
を
感
じ
に
く
く
な
る
も
の
と
も
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
の
上
、小
説
な
ど
物
語
を
通
じ
て
他
者
の
感
情
を
体
験
す

る
事
で
、
相
手
の
感
情
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
ア
ッ
プ
す
る
。ま
た
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
力
が
つ
い
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。本
を
読
む
こ
と
で
、こ
ん
な
に
良
い
効
果
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

接
遇
と
は
人
と
人
と
が
も
て
な
し
合
う
こ
と
で
す
。
い
か
に
相
手
の
立
場
に
立
て

る
か
。こ
れ
が
と
て
も
難
し
い
の
で
す
が
、読
書
を
通
じ
て
少
し
で
も
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら
相
手
と
の
関
係
を
見
直
す

事
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。来
年
は
、自
分
の
時
間
を
大
切
に
し
、読
書
で
心
身

と
も
に
健
康
に
、そ
し
て
お
も
て
な
し
い
っ
ぱ
い
の
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

今
年
も
一
年
大
変
お
世
話
に
な
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
も
皆

さ
ま
と
四
万
十
市
に
と
っ
て
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
回
は
10
月
に
実
施
し
た
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

10
月
24
日
か
ら
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た「
全

国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
い
わ
て
」

に
参
加
し
て
き
ま
し
た

　

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
は
、

体
験
型
観
光
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
全

国
組
織
「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」が
毎
年
全
国
各
地
で
開
催
し
て
い
る
研
修

会
で
す
。

　

３
年
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
。震
災
に
よ
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
、
復
旧
作
業
、
風
評
被

害
な
ど
で
修
学
旅
行
生
受
入
数
は
０
件
に
近

い
数
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、今
で
は
震
災
前

の
受
入
数
よ
り
成
長
し
よ
う
と
活
動
し
て
お

り
、復
興
へ
前
進
す
る
人
々
と
の
交
流
を
通
し

た
「
生
き
る
力
」「
心
の
絆
」
の
育
成
を
テ
ー
マ

に
田
舎
暮
ら
し
体
験
や
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
か
ら
参
加
し
た
方
々
の
主
な
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。

・
再
興
、復
興
の
傍
ら
防
災
教
育
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
前
向
き
な
姿
勢
は
見
習
い
た
い
。

・
子
ど
も
を
あ
え
て
子
ど
も
扱
い
し
な
い
。子
ど
も

同
士
で
結
論
ま
で
結
び
つ
け
る
よ
う
指
導
す
る
。

・
青
少
年
の
育
成
に
も
参
画
し
て
い
る
現
状
を
理

解
で
き
た
。

・
地
域
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

平
成
28
年
３
月
に
は
、高
知
県
で
の
開
催
が

決
定
し
て
お
り
、四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入

研
究
会
で
は
田
舎
暮
ら
し
体
験
の
拡
大
、一
般

旅
行
者
に
向
け
て
の
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
、誘
致
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、10
月
29
日
か
ら
３
日
間
、蕨
岡
・
後
川

地
区
で
神
奈
川
県
湘
南
学
園
高
等
学
校
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。な
か
に
は
農
業
に
詳
し
い
生

徒
も
お
り
、受
入
家
庭
と
情
報
を
交
換
し
あ
う

姿
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。離
村
式
の
際
に
は

生
徒
、
受
入
家
庭
共
に
涙
を
見
せ
、
生
徒
達
の

表
情
か
ら
は
、四
万
十
市
で
の
田
舎
暮
ら
し
体

験
を
と
て
も
満
喫
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会（
観
光
課
）

　

☎（
３
４
）１
７
８
３

田
舎
暮
ら
し
体
験
レ
ポ
ー
ト

【今月の一枚】

湘南学園高等学校の皆さん
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税務課からのお知らせ

市税の納め忘れはありませんか?

■本庁税務課窓口では平日の昼休み（12時～13時）も納税相談などを行っています。
■市税の納付には便利な口座振替をご利用ください。詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
 （本庁）税務課 収納係 （35）5552 （総合支所）西土佐税務分室 （52）1111

今月は、市税の滞納整理を強化しています。市税を納め忘れの人はお早めに納付くださるようお願いします。

1月は償却資産の申告月です。申告はお早めに!!

○対象者
  平成��年1月1日現在において、市内に所在する事業用に供する事ができる償却資産を所有している個
 人および法人。

○提出期限
 �月�日(月)まで
※申告の必要な方には1�月中旬を目処に申請書を送付しますが、届かない場合や、新規の申告等で申告書が
 必要な場合は、税務課資産税係までご連絡ください。
 《お願い》閉鎖・解散・移転等の場合もその旨を記載した償却資産申告書を提出してください。

土地、家屋の異動はありませんか
 土地、家屋について次のような異動があったときは、お知らせください。
 ○土地の利用状況(宅地、田、畑、山林、原野、雑種地等)に変更があった場合
 ○家屋の新築、増築などで面積の異動があった場合や取り壊しがあった場合
 ※固定資産税は、毎年1月1日(賦課期日といいます)に土地、家屋、償却資産(これらを総称して固定資産と
  いいます)を所有している人に対しその固定資産の価格をもとに算定されます。

固定資産税の不均一課税、課税免除について
 半島振興法に伴う課税の特例（旧中村市地区のみ）、過疎地域自立促進特別措置法による課税免除（旧西土
佐村地区のみ）は次の要件に該当する場合に、それらに対する固定資産税の課税の特例（不均一課税、課税免
除）が受けられます。（事業の用に供した翌年度課税分から�年）
 資産を取得された方は、当該設備を事業の用に供した日から1月以内に税務課資産税係へ申請してください。

Ⅰ半島振興法に基づくもの（不均一課税：旧中村市地区）の要件
 「半島振興を促進するための四万十市における産業の振興に関する計画」に適合する旨の市長の確認があり、
以下の要件を満たすもの。

Ⅱ過疎地域自立促進特別措置法に基づくもの（課税免除：旧西土佐村地区）の要件

※Ⅰ、Ⅱともに土地については「土地取得の翌日から起算して1年以内に当該土地を敷地とする当該家屋の
 建設の着手があった」ことが要件となります。

【問い合わせ・提出先】
(本  庁)税務課資産税係 ☎（��）����
(総合支所)西土佐税務分室 ☎（��）1111

業  種 対  象

個人および資本金1,000万円以下の法人

所得価格�00万円以上

資本金1,000万円超�,000万円以下の法人

所得価格1,000万円以上

資本金�,000万円超の法人

所得価格�,000万円以上

製造業および旅館業（下宿

を除く）で青色申告書を提

出する個人または法人

直接製造の用に供す

る工業生産設備（土

地・家屋・機械・装置

等）または旅館業設備

業  種 取得価格

家屋・償却資産および土地で合計取得額

が�,�00万円を超えるもの。

製造業および旅館業（下宿

を除く）、情報通信技術利

用事業で青色申告書を提

出する個人または法人

直接製造の用に供す

る工業生産設備（土

地・家屋・機械・装置

等）または旅館業設備
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四
万
十
市
社
会
体
育
課
・
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
主
催
で「
ス
ポ
ー
ツ
弱
者
対
策
」と
し
て
高
齢
者
を
対
象
に

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、月
1

回
は
健
康
ウ
ォ
ー
ク「
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、10
月
27
日
（
月
）
に
は
国
土
交
通
省
中
村
河
川
国
道

事
務
所
が
整
備
を
進
め
て
い
る※
片
坂
バ
イ
パ
ス
の
橘
川
ト

ン
ネ
ル
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

40
人
の「
若
き
心
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
」は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
防

じ
ん
マ
ス
ク
で
工
事
関
係
者
の
説
明
を
受
け
納
得
と
感
激
の

様
子
で
し
た
。参
加
者
は
質
問
す
る
と
と
も
に「
早
く
で
き
る

と
嬉
し
い
ね
！
」と
期
待
の
声
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

※

片
坂
バ
イ
パ
ス
の
概
要
＝
「
四
万
十
町
金
上
野
（
四
万
十

　

町
西
I
C
）
〜
黒

　

潮
町
拳
ノ
川
（
仮

　

称
拳
ノ
川
I
C
）

　

間
（
６
・
１
㎞
、
2

　

車
線
）
」
は
、
平
成

　

30
年
度
開
通
の

　

見
通
し
。

四
万
十
市「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

　

片
坂
バ
イ
パ
ス

　
　
　
　

「
橘
川
ト
ン
ネ
ル
」見
学

トンネル内で説明を受ける参加者

　

11
月
８
日（
土
）、９
日（
日
）の
２
日
間
、四
万

十
市
入
田
河
川
敷
で
、
今
年
で
５
回
目
と
な
る

『
川
じ
ゃ
ん
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
バ
ン
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ォ
ー
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ャ
ン
の
加
川
良
さ
ん
ら
、
県
内
外
の

出
演
者
が
集
ま
り
、
幅
広
い
音
楽
を
演
奏
し
ま

し
た
。
２
日
間
で
約
１
０
０
０
人
の
参
加
者
を

集
め
、
音
楽
と
地
元
の
お
い
し
い
出
店
を
四
万

十
川
の
景
観
で
楽
し
み
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
音

楽
の
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

川
じ
ゃ
ん

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
「
四
万
十
う
ま
い

も
の
商
店
街
」。
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
も
関
わ

ら
ず
、
地
域
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
〝
四
万
十
の
味
覚
〞
を
堪
能
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

秋
の
味
覚「
天
然
鮎
の
塩
焼
き
」「
ツ
ガ
ニ
汁
」

「
焼
き
栗
」
を
は
じ
め
、
売
り
出
し
中
の
「
こ
ん

に
ゃ
く
麺
」「
美
女
と
野
獣
塩
ラ
ー
メ
ン
」「
四
万

十
牛
お
に
ぎ
り
」
な
ど
１
０
０
種
類
以
上
の
地

域
商
品
が
勢
揃
い
。

　

愛
媛
県
か
ら
「
今
年
で
３
回
続
け
て
来
て
る

よ
！
」と
の
参
加
者
の
声
も
あ
り
、２
０
１
６
年

２
月
の
道
の
駅
開
業
を
見
据
え
、
絶
好
の
P
R

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
回
う
ま
い
も
の
商
店
街

【
11
月
９
日（
日
）開
催
】
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11
月
３
日
（
月
）
西
土
佐
地
区

運
動
場
に
お
い
て
「
第
５
回
西
土

佐
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
こ

の
運
動
会
は
、
昭
和
33
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
夜
間
の
練

習
な
ど
を
経
て
、
12
の
分
館
が
地

域
の
威
信
を
か
け
て
競
技
に
取

り
組
み
ま
す
。
前
回
に
引
き
続
い

て
中
村
青
年
会
議
所
の
参
加
や
、

今
回
は
、
運
営
に
対
し
て
西
土
佐

中
学
校
生
徒
の
全
面
的
な
協
力

も
あ
り
、
秋
晴
れ
の
下
、
西
土
佐

地
域
外
か
ら
も
大
勢
の
方
が
訪

れ
、
競
技
や
応
援
に
熱
気
あ
ふ
れ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

★
輪
回
し
　

　

自
転
車
の
リ
ム
を
運
転
棒
一

本
で
操
る
。あ
せ
り
は
禁
物
。

第
５
回
　

西
土
佐
運
動
会

★
め
ざ
せ
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

　

１
打
で
５
ｍ
先
の
ゲ
ー
ト
を

目
指
し
ま
す
。

★
マ
ス
ト
登
り

　

４
ｍ
の
マ
ス
ト
の
先
の
小
旗

を
リ
レ
ー
し
ま
す
。

★
竹
馬
の
友
　

　

竹
馬
リ
レ
ー
。
自
前
の
愛
馬
も

あ
り
。

★
名
水
ご
っ
く
ん
、大
切
に

　

一
升
瓶
２
本
を
満
水
に
。
最
後

の
１
杯
で
盛
り
上
が
る
。

★
仮
装
大
会

　

今
年
は
９
分
館
が
参
戦
。
優
勝

は
、
ま
た
ま
た
西
ケ
方
分
館
、
Ｖ

４
達
成
で
し
た
。

★
お
ー
縄
跳
び

　

自
分
の
分
館
テ
ン
ト
前
で
跳

び
ま
す
。
テ
ン
ト
か
ら
も
か
け
声

が
か
か
り
ま
す
。

竹の棒１本に魂を込めて。

熟練の技。

最終コーナーでの激走。接戦に応援も最高潮。第�回優勝は本村分館。

★
国
産
材
時
代
到
来

　

杉
丸
太
の
早
切
り
リ
レ
ー
。
材

選
び
も
ク
ジ
引
き
で
決
め
ま
す
。

★
分
館
対
抗
リ
レ
ー

　

年
代
別
の
リ
レ
ー
。
運
動
会
最

後
の
種
目
で
一
番
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
す
。
分
館
の
想
い
、

期
待
を
胸
に
走
り
ま
す
。

★
閉
会
式

　

夕
日
に
輝
い
て
い
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

あと少し。 さあ、入るか。

両手に集中。あと何杯？西ケ方分館「奉納 紙相撲」

7人が心をひとつにジャンプ！！かけ声と一体になる瞬間！
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四
万
十
の
日
実
行
委
員
会
で
は
、市
の
四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
を
活
用
し
て
子
ど
も
の
環

境
学
習
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
に
河
川
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
も
ら
い
、川
と
の
関
わ
り
の
文
化
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、四
万
十
川
の
美
し
い
流
れ
と
豊

か
な
自
然
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
次
の
と
お
り
環
境
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
水
辺
の
楽
校
】８
回
実
施（
５
月
〜
10
月
）
　

小
学
３
〜
４
年

生
児
童
２
８
８
人
参
加

　

四
万
十
川
や
そ
の
周
辺
の
自
然
を
教
室
に
見
立
て
、専
門
講

師
に
よ
る
水
生
生
物
や
植
物
の
講
座
、生
き
物
の
採
取
難
易
度

を
５
段
階
に
分
け
て
、簡
単
な
も
の
か
ら
順
に
捕
ま
え
て
い
く
、

生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム「
レ
ベ
ル
５
」等
の
体
験
を
実
施
。

【
四
万
十
川
ガ
キ
体
験
】８
月
12
日（
火
）
　

小
学
４
〜
６
年
生

児
童
29
人
参
加

　

四
万
十
楽
舎
に
て
、カ
ヌ
ー
な
ど
の
川
に
触
れ
合
う
体
験
を

実
施
。

 【
四
万
十
川
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
体
験
】
８
月
27
日（
水
）
　

西
土
佐

地
域
保
育
所
年
長
園
児
15
人
参
加

　

四
万
十
川
の
支
流
、目
黒
川
に
て
、川
遊
び
、川
の
生
き
物
と

の
触
れ
合
い
体
験
を
実
施
。

　

ま
た
、昼
食
に
鮎
、川
エ
ビ
と
い
っ
た
川
の
幸
を
使
い
、食
を

通
じ
て
自
然
の
恵
み
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
の
も
と
、こ
の
体
験
を
実
施
。

　

本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、ご
参
加
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、四
万
十
市
四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）観
光
課
　

四
万
十
川
対
策
係
　

☎（
３
４
）１
１
７
０

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

12 ４４３冊

児
童
書  

え
ほ
ん

/

田舎でロックンロール

心と体を癒やす雑木の庭

ゴースト・スナイパー

死に支度

親鸞 完結篇 上下

大根おろしアート

慟哭の海峡

みなそこ

奥田 英朗

主婦の友社

ジェフリー・ディーヴァー

瀬戸内 寂聴

五木 寛之

主婦の友社

門田 隆将

中脇 初枝

あしたあさってしあさって

おしゃれ教室

タイムライダーズ １・２

ハーブいっぱいのクリスマス

みまわりこびと

ムーン・ジャンパー

もうじゅうつかいのムチがなる

ゆうぐれ

もりやま みやこ

アン・ファイン

アレックス・スカロウ

あんびる やすこ

キティ・クローザー

モーリス・センダック

いとう ひろし

ユリ・シュルヴィッツ

★
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ
★

　

12
月
28
日
（
日
）
か
ら
１
月
３
日
（
土
）
ま
で
の
7
日
間

を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

＊
来
年
は
１
月
４
日（
日
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

　

休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、返
却
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
庁
舎
北
側
夜
間
出
入
口
の
向
か
っ
て

左
側
に
あ
り
ま
す
）
D
V
D
・
ビ
デ
オ
・
紙
芝
居
は
、
破
損

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
ポ
ス
ト
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。１
月

４
日
以
降
に
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

８
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

15
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　

22
日（
月)

定
　

休
　

日

　
　

23
日（
火
）天
皇
誕
生
日

　
　

26
日（
金
）館
内
整
理
日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
12

平成��年

December

新着おすすめ8+8

子どもの環境学習事業
～清流四万十川を後世に～

四万十川チャプチャプ体験 四万十川ガキ体験 水辺の楽校
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四
万
十
市
一
校
一
役

　
　
　

 　

『
オ
ー
ル
　

四
万
十
』
実
践
交
流
発
表
会

市教委だより

中村幼稚園　平成27年度園児募集
～中村幼稚園は来春より認定子ども園「なかむら園」に移行します～

 1�月10日（水）より平成��年度園児募集を始めます。
 教育目標「心身ともに健康で豊かな心 学ぶ態度を育てる」を掲げ、豊富な遊びと運動・体験交流・学習活動の�つ
の柱で1�0名あまりの園児が明るく元気に活動をしています。毎月の水曜日は園開放日で自由に参観できます。
 来春より認定子ども園「なかむら園」に移行をし、1～�歳児も受け入れをする予定です。

■教育時間　　9時～15時（預かり保育8時～18時）
■入 園 金　　20,000円
■授 業 料　　市町村民税額を基に月額約9,100円～25,700円の範囲で
　　　　　　　市が決定します。（来春ごろ決定する予定です）
■給 食 費　　月額約5,500円（給食か家庭弁当か選択できます）
■教 材 費　　月額1,500円

認定こども園の1～�歳児の申し込みは、市内保育所の申し込みと同時期となり、1月1�日（火）からとなります。
（四万十市福祉事務所または、幼稚園で受け付けを行います）
【問い合わせ先】中村幼稚園☎（34）7511

■日　時：12月18日（木）　14：00～17：00

■場　所：市立中村小学校（中村新町3-20）

    ※駐車については、中村小学校および中村中学校の校庭にお願いします。

■日　程

受

付 

全体会 

（体育館） 

移

動 

実践交流① 

（A～G 各教室）

移

動

実践交流②

（A～G 各教室）

移

動

実践交流③

（A～G 各教室）

 

実践交流① 

1�:��～1�:�0 

実践交流② 

1�:��～1�:10 

実践交流③ 

1�:��～1�:00 

＊児童生徒は参加しません。教職員が参加します。

【問い合わせ先】（市）教育委員会事務局 学校教育課 ☎（��）����

学校の様子を

ちらっと見に

来てください!

東中筋小

蕨岡小

川登小

中村小

大用小

八束小

具同小

西土佐小

東山小

中村南小

蕨岡中

下田小
竹島小
下田中

中筋小
中筋中

中村中

大川筋中

大用中

八束中

中村西中

利岡小
後川中

東中筋中

西土佐中

Ａ B C D E F G

13:30 14:00 14:30 14:45 15:20 15:35 16:10 16:25 17:00

　

既
に「
広
報
四
万
十 

７
月
号
」に
て
お
知
ら
せ
の
と
お

り
、本
年
度
、四
万
十
市
25
校
全
て
の
小
中
学
校
が
、校
長

先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
授
業
の
工
夫
や
課
題
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
互
い
に
交
流
す
る
発
表

会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。保
護
者
・
地
域
の
皆
さ

ま
に
も
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。一
部
の
参
加
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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121年に1度は健診を

大腸がん検診・容器配付

乳幼児相談・ママタッチ

乳幼児相談・離乳食相談・歯科相談

マム＆チルドレン

出張健康相談

大腸がん検診・容器回収

定例健康相談

乳がん検診（未受診者対象）

乳がん検診（未受診者対象）

乳児健診

大腸がん検診容器回収（未受診者対象）

1歳�カ月児健診

ぴよっこクラブ（親子の集い）

定例健康相談

乳児健診

個別通知

健康管理センター

健康管理センター

具同体育センター

JA高知はた西土佐支所

個別通知

西土佐分署横

文化センター

文化センター

健康管理センター

個別通知

健康管理センター

西土佐保健センター

西土佐分署横

健康管理センター

富山・蕨岡・大川筋・後川地区

富山・蕨岡・大川筋・後川地区

四万十市全域

�：00～1�：00

�：�0～11：00

1�：1�～1�：�0

10：00～11：�0

�：00～11：00

～�：00

�：00～11：00

�:00～11：�0、1�：�0～1�：00

�:00～11：�0、1�：�0～1�：00

1�：�0～1�：�0

個別通知

1�：�0～1�：�0

�：�0～11：�0

�：00～11：00

1�：�0～1�：�0

�日（月）

�日（火）

10日（水）

11日（木）

1�日（月）

1�日（火）

1�日（水）

1�日（木）

1�日（金）

��日（木）

�日（月）

�日（水）

時間

1月

1�月

事業名月日 場所該当地区

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課0(��)111� （総合支所）保健課0(��)11��
※1�月�日（日）までの計画については、広報四万十11月号に掲載しています。

フ
ッ
素
は
歯
の
強
い
味
方
で
す
！

　

毎
日
の
食
事
を
よ
く
か
ん
で
美
味
し
く
食
べ
る
事
は
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
、生
活
習
慣
病
を

防
ぎ
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
れ
に
は
、歯
と
口
の
健
康
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

以
前
に
比
べ
て
子
ど
も
の
虫
歯
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、先
進
国
と
比
べ
る
と
日
本
は
未
だ
虫

歯
が
多
い
方
で
す
し
、国
内
に
お
い
て
も
高
知
県
は
多
く
、と
り
わ
け
県
内
で
も
幡
多
地
域
は
多
い
方
で

す
。加
え
て
大
人
の
虫
歯
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

虫
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

①
毎
日
の
食
生
活
を
き
ち
ん
と
す
る
②
し
っ
か
り
と
歯
磨
き
を
す
る
③
上
手
に
フ
ッ
素
を
使
う
　

　　

予
防
効
果
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。フ
ッ
素
と
言
っ
て
も
特
別
な
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
然
界
に
存
在
す
る
微
少
ミ
ネ
ラ
ル
で
天
然
元
素
で
す
。地
中
や
海
水
に
含
ま
れ
て
い
る
為
、多

　

く
の
動
物
や
植
物
の
体
内
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。虫
歯
予
防
に
使
う
フ
ッ
素
は
主
に
フ
ッ
化
ナ
ト

　

リ
ウ
ム
で
お
茶
な
ど
に
含
ま
れ
る
フ
ッ
素
と
同
じ
物
で
す
。

虫
歯
の
原
因

　

糖
質
を
含
む
飲
食
物
を
摂
取
す
る
と
虫
歯
菌
が
糖
質
を
エ
サ
に
酸
を
作
り
歯
が
溶
け
始
め
ま
す

（
脱
灰
）。そ
の
後
唾
液
の
働
き
で
修
復
さ
れ
ま
す（
再
石
灰
化
）。こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
歯
が
溶

け
て
い
く
の
が
虫
歯
で
す
。

フ
ッ
素
の
働
き

　

①
再
石
灰
化
を
促
進
し
、早
く
修
復
し
ま
す
。②
歯
の
結
晶
を
強
く
し
、酸
に
溶
け
難
く
し
ま
す
。

　

③
抗
菌
作
用
で
虫
歯
菌
の
働
き
を
抑
え
ま
す
。

　　

ど
ん
な
に
身
体
の
健
康
に
良
い
物
で
も
過
剰
に
摂
る
と
害
が
あ
り
ま
す
が
、虫
歯
予
防
に
効
果
が

　

あ
っ
て
身
体
に
害
の
出
な
い
フ
ッ
素
濃
度
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ッ
素
の
利
用
方
法

①
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
剤
や
フ
ッ
素
ジ
ェ
ル
の
使
用
②
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
フ
ッ
素
塗
布

③
フ
ッ
素
洗
口
　

な
ど

　

正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け（
特
に
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
や
ダ
ラ
ダ
ラ
飲
み
と
糖
質
の
摂
り
過
ぎ
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
）、上
手
に
フ
ッ
素
を
使
う
事
で
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

四
万
十
市
歯
科
医
師
会
　

に
い
や
歯
科
医
院
　

新
谷
泰
司

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課  

☎(
３
４)
１
１
１
５

①

②

③

再石灰化を促進し、
穴のあく前の初期の
むし歯を修復します。

酸に溶けにくい
強い歯にします。

むし歯菌の
はたらきを弱めます。
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　本年度のがん検診を受診していない人を対象に、下記日程でがん検診を実施します。

　今回の検診は、住所地以外の会場でも受診ができますので、お勤め先に近い会場など、ご都合に合わ

せて受診会場を決めてお申込みください。

　事前の申し込みが必要ですのでご注意ください。

【実施日・会場・検診の種類】 ※各日午前中に検診を実施します。
○四万十市近隣の会場のみ記載しています。他の日程は県健康対策課ホームページをご覧ください。

【対象となる人】
以下の年齢の人のうち、本年度（平成��年�月1日～）がん検診を受診していない人

【申込方法】1�月�日（月）より、電話にて申込を受け付けます。

     （各会場定員に達した時点で申込を締め切りますので、ご了承ください）

     申込受付時間 �時�0分から1�時まで（土・日・祝は休）

     ※通常の市町村検診と申込先が異なりますのでご注意ください。

【問い合わせ先・申込先】高知県総合保健協会 ☎0��（���）���1

実施日 場所

平成��年�月�日（火）

平成��年�月1�日（木）

平成��年�月1�日（日）

平成��年�月��日（木）

四万十市 安並武道館

四万十町 役場東庁舎

大月町 農村環境改善センター

宿毛市 幡多健診センター

肺

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

胃 大腸 乳 子宮

　

10
月
10
日
（
金
）
に
、
古
津

賀
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
に

て
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
略
称
ロ
コ
モ
）
に
関

す
る
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
、
県
立
幡
多
け

ん
み
ん
病
院
整
形
外
科
部
長

の
北
岡
謙
一
先
生
を
お
招
き

し
、
ロ
コ
モ
に
関
す
る
定
義

か
ら
日
々
の
生
活
で
気
を
つ

け
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な

ど
、
幅
広
い
内
容
を
分
か
り

や
す
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、運
動
器
の
障
害
の
た
め
に

移
動
機
能
の
低
下
を
き
た
し
た
状
態
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。
筋
肉
・

骨
・
関
節
な
ど
運
動
器
の
一
部
や
複
数
に
障
害
が
起
こ
り
、
歩
行
や

日
常
生
活
に
何
ら
か
の
障
害
を
き
た
す
と
、介
護
が
必
要
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
、い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
続
け
る
た

め
に
も
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

30
人
程
度
が
参
加
さ
れ
、
講
話
後
は
質
疑
応
答
の
時
間
も
あ
り
、

普
段
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
先
生
に
聞
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
立
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
で
は
、「
幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講

座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。開
催
日
時
は
、広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課
　

保
健
衛
生
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
５

検診名

胸部レントゲン（肺がん）検診

胃がん検診

大腸がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診

対象者

��歳以上の男女

�0～��歳の男女

�0歳以上の男女

�0歳以上の男女

�0歳以上の女性

�0歳以上の女性

検診料金（対象外者）

無料

�00円（1,�00円）

1,000円（�,�00円）

�00円（1,�00円）

�00円

�00円
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大
腸
が
ん
検
診
は
、便
に
潜
む
血
液
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
で
す
が
、そ
の
検
査
を
よ
り
受
け
や
す
く

す
る
た
め
に
、希
望
者
に
大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
を
送
付
し
、便
採
取
後
に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
く

方
法
に
よ
る
検
診
を
高
知
県
が
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
ま
だ
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
人
】

　

四
万
十
市
内
に
住
所
を
有
す
る
�0
歳
以
上
の
人
で
、平
成
��
年
度（
平
成
��
年
４
月
１
日
〜
）に
大
腸
が

ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

【
自
己
負
担
額
】
　

３
０
０
円

【
申
込
期
間
】

　

１
月
５
日（
月
）〜
２
月
1�
日（
金
）

　

（
定
員
に
達
し
た
時
点
で
申
込
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
）

【
申
込
方
法
】

　

市
役
所
窓
口（
本
庁
１
階
保
健
介
護
課
ま
た
は
総
合
支
所
保
健
課
）に
て
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
込
受
付
時
間
　

８
時
�0
分
〜
1�
時（
土
・
日
・
祝
は
休
）

【
検
診
の
流
れ
】

　

①
郵
送
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、保
健
介
護
課
ま
た
は
保
健
課
の
窓
口
ま

　
　

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

②
料
金
３
０
０
円
を
お
支
払
い
後
、大
腸
が
ん
検
診
容
器
、提
出
用
封
筒
、検
診
方
法
を
記
載
し
た
用
紙

　
　

等
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

③
便
を
採
取
し
、容
器
に
入
れ
て
提
出
用
封
筒
に
て
総
合
保
健
協
会
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

④
検
診
結
果
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、市
町
村
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
　

（
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許

が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、新
薬
と
同
等
の
有
効
成
分
、効
能
・
効

果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比
べ
て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価
格
と
な
っ
て
お
り
、切
り
替

え
る
こ
と
で
薬
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、治
療

内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬
で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
の
送
付

〜
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
約
７
割
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
〜

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定
軽
減
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
通
知
を
平
成
23
年
３
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、本
年
６
月
ま
で
に
3
2
3
0
人
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
、約
7
1
5
2
万
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
ば
か
り
で
な
く
、国
保
財
政
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
は

　

受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、主
治
医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド
は
保
険
証
と
一
緒

に
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
役
所
１
階
市
民
課
、西
土
佐
総
合
支
所
に
も
あ

り
ま
す
。）

　

医
療
費
削
減
の
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課
　

国
保
係
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）市
民
課
　

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１
　

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許

が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、新
薬
と
同
等
の
有
効
成
分
、効
能
・
効

果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比
べ
て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価
格
と
な
っ
て
お
り
、切
り
替

え
る
こ
と
で
薬
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、治
療

内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬
で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
の
送
付

〜
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
約
７
割
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
〜

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定
軽
減
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
通
知
を
平
成
23
年
３
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、本
年
６
月
ま
で
に
3
2
3
0
人
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
、約
7
1
5
2
万
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
ば
か
り
で
な
く
、国
保
財
政
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
は

　

受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、主
治
医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド
は
保
険
証
と
一
緒

に
送
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
役
所
１
階
市
民
課
、西
土
佐
総
合
支
所
に
も
あ

り
ま
す
。）

　

医
療
費
削
減
の
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課
　

国
保
係
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）市
民
課
　

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１
　

健康維新の志士
けん しんたろう君
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10
月
21
日（
火
）、聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

「
高
知
県
地
域
医
療
支
援
講
座
」
お
よ
び
高
知

県
の
主
催
に
よ
り
「
市
民
向
け
健
康
講
座
」
が

開
催
さ
れ
、市
民
な
ら
び
に
地
区
健
康
福
祉
委

員
会
等
か
ら
１
２
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
学
院
教
授
の
熊
井
俊
夫
先
生
に

は
、「
薬
の
副
作
用
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」と

題
し
て
、薬
の
服
用
時
の
基
本
的
な
知
識
や
薬

と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
、薬
と
食
べ
物
の
取
り
合

わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
、組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

は
効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
、副
作
用
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
な
ど
分
か
り
や

す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
の
服

用
に
つ
い
て
疑
問
点
が
あ
れ
ば
、医
師
ま
た
は

薬
剤
師
に
聞
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

次
に
、同
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
准
教
授
の
藤

谷
博
人
先
生
に
は
、「
高
齢
者
の
転
倒
予
防
」と

題
し
て
、高
齢
者
の
転
倒
原
因
が
下
肢
の
筋
力

低
下
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
低
下
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、下
肢
の
筋
力
ア
ッ
プ

の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
簡
単
な
運
動
を
、実

技
を
交
え
な
が
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、メ
モ
を
取
り
な
が
ら

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

講
演
の
後
に
は
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、

日
頃
の
疑
問
を
解
決
さ
れ
た
り
、理
解
を
深
め

ら
れ
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

講
演
前
と
後
に
は
、
看
護
師
・
薬
剤
師
に
よ
る

「
看
護
相
談
・
お
薬
相
談
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
を
通
じ
て
、高
齢
と
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
、い
つ
ま
で
も
健
康

で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
学
び
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

看護相談・お薬相談講演に聞き入る参加者

赤ちゃんの心臓マッサージの演習です

　

11
月
１
日
（
土
）
、
子
育
て

応
援
団
「
ほ
っ
と
ポ
ケ
ッ

ト
」
主
催
の
子
育
て
講
演
会

が
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
の

救
急
看
護
認
定
看
護
師
の

森
木
良
さ
ん
と
小
児
科
医

の
前
田
明
彦
先
生
を
お
迎

え
し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
熱
や
嘔
吐
、
け
い
れ
ん

な
ど
子
ど
も
に
よ
く
み
ら

れ
る
症
状
を
ど
う
対
応
し

た
ら
い
い
か
、
ど
ん
な
状
態

な
ら
病
院
受
診
し
た
ほ
う

が
い
い
か
、
家
で
様
子
を
み

て
も
い
い
か
な
ど
、
映
像
を

交
え
な
が
ら
の
具
体
的
な
お
話
し
に
、参
加
し
た
お
父
さ
ん
、お
母

さ
ん
た
ち
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、真
剣
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
予
防
接
種
や
子
育
て
の
こ
と
な

ど
日
ご
ろ
気
に
な
っ
て
い
る
質
問
に
、
前
田
先
生
が
一
つ
一
つ
答

え
て
く
れ
、み
な
さ
ん
安
心
し
た
様
子
で
し
た
。

　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院
で
は
年
間
６
０
０
０
件
の
時
間
外
で
の
電

話
相
談
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
半
数
が
小
児
科
に
関
す
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
。小
児
科
の
先
生
は
日
中
の
診
療
を
終
え
た
後
、週
１
回

の
割
合
で
時
間
外
担
当
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
知
り
、私

た
ち
も
子
ど
も
の
様
子
を
し
っ
か
り
観
察
す
る
こ
と
、様
子
を
見

て
い
い
状
態
で
あ
れ
ば
翌
朝
ま
で
様
子
を
見
て
対
応
で
き
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
小
児
科
医
療
を
守
る
う
え
で
も
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
＃
8
0
0
0
に
お
電
話
を
！

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

お
う
と

第2回 市民講座「認知症は早い発見、早い治療、上手なケアが重要!!」
         
認知症に関する講演を下記のとおり行います。多くの方の参加をお待ちしています。
日　時 1�月�1日（日） 1�時～1�時�0分
場　所 市立中央公民館 大ホール 
講　師 島根大学医学部精神医学講座・教授  堀口 淳
参加費 無料
主　催 医療法人祥星会 聖ヶ丘病院
         

【問い合わせ先】医療法人祥星会 聖ヶ丘病院 総務課 ☎0��0（��）�1��
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保
育
所
と
は

　

保
育
所
は
、保
護
者
の
就
労
や
出
産
・
病
気
な
ど
に
よ
り
、ご
家
庭
で
の
保
育
が
十
分

で
き
な
い
場
合
に
、保
護
者
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

児
童
福
祉
施
設
で
す
。

保
育
所
入
所
要
件（
保
護
者
が
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
理
由
）

　

●
就
労（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、自
営
業
、居
宅
内
労
働
等
を
含
む
。）

　

●
妊
娠
、出
産

　

●
保
護
者
の
疾
病
、障
が
い

　

●
長
期
入
院
し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

　

●
災
害
復
旧

　

●
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）

　

●
就
学（
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
含
む
）

　

●
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

◇
申
込
方
法

　

所
定
の
入
所
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

※

入
所
申
込
書
は
12
月
22
日（
月
）よ
り
配
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

※

現
在
、保
育
所
に
入
所
し
て
い
て
、平
成
27
年
度
も
継
続
し
て
保
育
所
へ
の
入
所
を

　
　

希
望
す
る
児
童
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、現
在
入
所
中
の
保
育
所
か
ら
連
絡
さ
せ

　
　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
申
込
期
間

　

●
４
月
入
所
　
　
　

１
月
13
日（
火
）〜
23
日（
金
）

　

●
５
月
以
降
入
所
　

１
月
13
日（
火
）〜
随
時

　

※

５
月
以
降
の
入
所
に
つ
い
て
は
前
月
15
日
を
締
切
と
し
て
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

◇
受
付（
配
付
）場
所
お
よ
び
時
間

　

平
　

日
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

保
育
所
係

　
　
　
　
　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
各
保
育
所
）８
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

土
曜
日
　

市
役
所
閉
庁
の
た
め
保
育
所
の
み
で
受
付

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

※

入
所
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
付
は
行
い
ま
す
が
、申
し
込
み
状
況
に
よ
り
入
所

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、

平
成
24
年
８
月
に「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」が
成
立
し
、平
成
27
年
４
月
か
ら「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、幼
稚
園
、保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
等
を
利
用
す
る
際
に

は
、市
か
ら
保
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。認
定

申
請
は
、保
育
所
入
所
申
し
込
み
と
同
時
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、認

定
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
年
齢
や
希
望
施
設
に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
な

お
、幼
稚
園（
認
定
こ
ど
も
園
）に
つ
い
て
は
、現
在
の
中
村
幼
稚
園
を
経
由
し
て
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。（
３
歳
以
上
の
教
育
部
分
の
申
し
込
み
）

【
支
給
認
定
の
種
類
】

※

１ 

中
村
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、平
成
27
年
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
予
定
で
す
。

※

２ 

満
３
歳
未
満
の
児
童
を
保
育
す
る
施
設
で
、市
の
基
準
を
満
た
し
認
可
す
る
施
　

　
　

 

設（
事
業
所
内
保
育
施
設
等
）

【
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分
】

　

２
号
認
定
ま
た
は
３
号
認
定
を
受
け
る
児
童（
主
に
保
育
所
入
所
の
児
童
）は
、保
育
が

必
要
な
時
間
に
よ
っ
て「
保
育
標
準
時
間
」ま
た
は「
保
育
短
時
間
」に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
保
育
標
準
時
間（
１
日
最
長
11
時
間
ま
で
の
利
用
）…

就
労
等
の
状
況
が
１
カ
月
１
２

　

０
時
間
以
上（
１
日
７
・
５
時
間
以
上
か
つ
月
16
日
以
上
勤
務
）

○
保
育
短
時
間（
１
日
８
時
間
の
利
用
）…

就
労
等
の
状
況
が
１
カ
月
48
時
間
以
上

　

（
１
日
３
時
間
以
上
か
つ
月
16
日
以
上
勤
務
）

※
保
育
短
時
間
の
場
合
の
保
育
料
は
、保
育
標
準
時
間
の
約
１
・
７
％
の
減
額
と
な
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所
　

保
育
所
係
　
　
　

☎（
3
4
）1
7
8
0

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）
　

☎（
5
2
）1
1
3
2 

平成27年度　保育所の入所案内平成27年度　保育所の入所案内

子ども・子育て支援新制度について

支
給
認
定
区
分

１
号
認
定

２
号
認
定

３
号
認
定

対
　
　

象

保
育
を
必
要
と
し
な
い
満
３
歳
以
上

の
児
童

保
育
を
必
要
と
す
る
満
３
歳
以
上
の

児
童

保
育
を
必
要
と
す
る
満
３
歳
未
満
の

児
童

利
用
で
き
る
施
設
・
事
業

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園※

１

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

（
地
域
型
保
育
事
業
）※

２
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市
で
は
、臨
時
お
よ
び
パ
ー
ト
の
保
育
士
、調
理
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

保
育
士
、調
理
師
の
資
格
を
生
か
し
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
条
件
　

保
育
士
資
格
ま
た
は
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
人

勤
務
場
所
　

　

市
内
の
市
立
保
育
所

　

※

勤
務
保
育
所
は
、
欠
員
状
況
や
本
人
の
希
望
に
よ
り
調
整
し

　
　

ま
す
。

【
臨
時
保
育
士
】

勤
務
時
間
　

８
時
�0
分
〜
1�
時
1�
分

　
　
　
　
　

（
早
番
、遅
番
な
ど
時
差
勤
務
あ
り
）

給
　
　

料
　

日
額
７
４
０
０
円

　
　
　
　
　

※

超
過
勤
務
手
当
、通
勤
手
当
が
別
途
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
臨
時
調
理
員
】

勤
務
時
間
　

８
時
�0
分
〜
1�
時
1�
分

給
　
　

料
　

日
額
６
８
０
０
円

【
パ
ー
ト
保
育
士
・
パ
ー
ト
調
理
員
】

勤
務
時
間

　

７
時
�0
分
〜
1�
時
の
う
ち
保
育
所
が
必
要
と
す
る
時
間
（
保
育

　

所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

給
　
　

料
　

時
給
８
７
７
円

応
募
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
写
真
貼
付
）
、
保
育
士
証
ま
た
は
調
理

師
免
許
証
の
写
し
を
市
福
祉
事
務
所
保
育
所
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）福
祉
事
務
所
　

保
育
所
係

　

☎（
３
４
）１
７
８
０

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

（
保
育
士
、調
理
員
）募
集

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

（
保
育
士
、調
理
員
）募
集

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

（
保
育
士
、調
理
員
）募
集

保育所名
愛育園
もみじ保育所
あおぎ保育所
下田保育所
竹島保育所
古津賀保育所
東山保育所
蕨岡保育所
大用保育所
川登保育所 ※1
利岡保育所
具同保育所
八束保育所
東中筋保育所
中筋保育所
川崎保育所
本村保育所
めぐみ乳児保育園
ひかり乳幼児保育園

1

�

�
�
�

�

保育所
受入年齢が「�歳」からの保育所

受入年齢が「1歳」からの保育所
（本村保育所除く）

本村保育所
めぐみ乳児保育園
ひかり乳幼児保育園

なかむら園（現中村幼稚園）

入所可能条件
満�歳になった翌月から入所できます。
�月1日時点で1歳に達している方が入所できます。
※年度途中で1歳に達しても入所できません。
※�月1日時点で1歳に達していれば年度途中の入所も可能です。
満1歳になった翌月から入所できます。
満�カ月になった翌月から入所できます。
満�カ月になった翌月から入所できます。
�月1日時点で1歳に達している方が入所できます。
※年度途中で1歳に達しても入所できません。
※�月1日時点で1歳に達していれば年度途中の入所も可能です。

所在地
中村東町�丁目1番��号
中村四万十町����番地1
右山元町�丁目�番1－�1号
下田���0番地1
竹島��1�番地
古津賀1丁目1�0番地
安並1���番地
蕨岡甲����番地
大用��0番地�
川登10�0番地
利岡��番地1
具同田黒1丁目11番��号
間崎1���番地�
楠島���番地�
有岡��10番地
西土佐江川崎���番地
西土佐江川���番地1
具同田黒1丁目11番��号
古津賀���番地

電話番号
（��）��1�
（��）����
（��）����
（��）01��
（��）0���
（��）����
（��）����
（��）10�1
（��）��1�
（��）��1�
（��）����
（��）����
（��）��01
（��）11��
（��）00��
（��）1���
（��）1��1
（��）�1�1
（��）��0�

受入開始年齢
�歳
�歳
1歳
1歳
1歳
1歳
�歳
1歳
1歳
1歳
�歳
�歳
�歳
1歳
�歳
�歳
1歳

�カ月～�歳児
�カ月～�歳児

定員
110
�0

1�0
�0
�0

100
�0
��
�0
�0
�0

�10
�0
��
�0
�0
��
��
�0

平成27年度実施予定保育所、認定こども園

＜入所年齢について＞

※1 入所希望人員数により休所となる場合があります。

※実施予定保育所および入所年齢等については、平成��年1�月1日現在であり、変更となる場合があります。

認定こども園
なかむら園（現中村幼稚園）

所在地
不破�0��

電話番号
（��）��11

受入年齢
1～�歳

定員
��
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育児相談　相談日/月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

　　親子ふれあい活動

節分製作（グループ①②③）
牛乳パックを使って、お豆入れを作ろう！かわいい
鬼の飾りもつけようね♪
①1月13日(火)、②15日(木)、③16日(金)
9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

時

場

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

時

場

お母さんと一緒に色画用紙で簡単なたこを作る
よ。できたらお庭で飛ばそうね。上手に飛ばせる
かな？
※グループに関係なく、どちらかに参加してく
　ださい。
1月7日（水）、８日（木）　9：30～11：30
子育て支援センター

たこを飛ばそう(グループ①②③)

　　その他の活動
◆クリスマスお楽しみ会
歌ったり踊ったりおやつを食べたり…みんなで楽しく
クリスマスを過ごしましょう！サンタさんはどんなプ
レゼントを持って来てくれるかな？お楽しみに…
おやつを持って参加してください。
※この活動は、プレゼントなどの用意があるため登録
　している人に限らせていただきます。
[ぴよちゃんクラブ]12月15日(月)　9：30～11：30
[1・2・3歳児]（ぽっぽ）　 16日(火)　9：30～11：30
子育て支援センター

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合が
ありますので、あらかじめご連絡ください。(活動
内容によっては、ご遠慮をお願いする場合もあり
ます)①など番号が付いている活動は、日程ごとに
グループに分かれます。
　詳しくはお問い合わせください

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
です！です！です！

保 育 所 名
金
火
木
木

もみじ保育所
東中筋保育所
具 同 保 育 所
愛 育 園

1月�日
1�月1�日
1月1�日
1月1�日

�:�0～11:00
�:�0～11:00
�:�0～10:�0
�:�0～10:�0

数台有
〃
〃

なし

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月 日 時 間 駐車場

冬の野菜といえば、白菜、大根、かぶ、春菊、ねぎなど…。なんとなくお鍋が恋しくなりますね。旬の新鮮な野菜
は味もよく栄養価も高いので、いろいろアレンジして余すところなくいただきたいもの。幼いころに野菜の
おいしさに気づくと、きっと野菜が好きな子に育ちます。逆に、（からい）（苦い）（筋っぽい）など不快な経験が
印象に残ると、野菜が苦手になることもあります。食事作りはおいしい食材選びから。食材を上手に選んで、
おいしさを引き出してみてください。

食育編

四万十市福祉事務所　管理栄養士　橋田典子

作り方
①白菜の葉は一枚ずつていねいに洗います。
②長ねぎは斜め切り、人参はいちょう切り、大根はピーラー
 で薄くスライスします。
③人参は下ゆでしておきます。
④白菜に豚肉をはさみながら重ね、長さをそろえて切り、土
 鍋に縦に並べ入れます。
⑤人参、長ねぎをすきまに入れ込み、最後に大根を乗せます。
⑥水、酒、塩を加えてふたをして火にかけます。1�分中火に
 かけ、�分蒸らして出来上がり
⑦ポン酢、柚子こしょう、塩、胡麻だれなどお好みのお味で野
 菜のうまみを感じてみてください。

＜おいしい野菜の選び方＞
白菜…しっかりと巻いていて重みのあるもの。
大根…まっすぐでずっしりと重みのあるもの。新鮮な葉っぱがついていれば葉っぱも活
   用できます。
かぶ…はりがあってきめ細かいもの。
長ねぎ…白い部分が長くて太いもの。表面に張りがあるもの。

栄養成分（1人分）
エネルギー ���kcal
たんぱく質 1�.�g
ビタミンC  �1㎎
食物繊維    �.�g

＜材料＞4人分
白菜
長ねぎ
人参
大根
豚ばら肉
水
酒
塩

1/�個
1本
�cm
10cm
�00ｇ
100cc
�0cc
小さじ1

・・・・・・・・
・・・・・・

・・・・・・・・
・・・・・・・・

・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

野菜のおいしさをぎゅっと詰め込むために、鍋料理にせず、あえて蒸してみました。
ほっこりと身体に優しい一品です。冬野菜の蒸し煮

◎休所のお知らせ　12月25日（木）午後は、ぴよっこクラブ（西土佐）参加のため休所します。
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★
ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）は
、

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険

料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則

と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、70
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
昭
和
40

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

　

ま
た
、
海
外
に
転
出
し
た
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予

　

期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免

除
・
法
定
免
除
）、若
年
者
納
付
猶
予
、学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料

を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の

追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り
の
納
付

　

す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

　

追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

　

が
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
よ
り
古
い

　

（
先
に
経
過
し
た
）月
分
で
あ
る
場
合
は
、「
若

　

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」が
優

　

先
し
ま
す
。

○「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」が「
若
年
者
納

　

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」よ
り
先
に
経

　

過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優

　

先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

○
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

　

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め

　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」の
中
で
は
、先

　

に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。

※
追
納
の
お
申
し
込
み
・
ご
相
談
は
お
近
く
の

　

金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４
ー
10
）

　
　

☎（
3
4
）1
6
1
6

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課
市
民
係

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
3

　

（
総
合
支
所
）市
民
課
西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、平
成
26
年
12
月
か
ら
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
、

そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
人

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
が
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み

　

を
受
給
し
て
い
る
場
合
　

な
ど

＜

参
考：

児
童
扶
養
手
当
の
月
額＞

・
子
ど
も
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給
　

4
万
1
0
2
0
円

　

一
部
支
給
　

4
万
1
0
1
0
円
〜
9
6
8
0
円（
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）

・
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目：

5
0
0
0
円
　

３
人
目：

3
0
0
0
円

【
申
請
・
支
給
に
つ
い
て
】

　

申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
対
象
と
し
ま
す
。た
だ
し
、12
月
１
日
時
点
で
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
た
人
や
、12
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
新
た
に
支

給
要
件
に
該
当
す
る
人
が
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
翌
月
か
ら
支
給
対
象
と
し
ま
す
。（
※
12
月
１
日
時
点
で
支
給
要
件

に
該
当
し
て
い
た
人
は
12
月
分
か
ら
支
給
）

　

※
申
請
に
係
る
相
談
や
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）四
万
十
市
福
祉
事
務
所
　

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
8
0
1

　

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室

　
　
　
　
　
　

☎（
3
5
）1
1
3
2

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
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お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

第10回  四万十市文化祭 （12月）

会 場開催日時行 事 名

第��回 クラブ写真展

第�0回 清水千代子バレエ研究所発表会

西土佐地区文化祭

第10回 クラブ写真展

絵手紙、墨彩画の作品展

平家物語・夢はかなく

フェスティバルKHK

1�月�日（金）～11日（木）�:00～1�:00

1�月�日（日）開場1�:�0 開演1�:00

1�月�日（日）～1�日（金）�：00～1�：00

1�月1�日（金）～1�日（木）�:00～

1�月�0日（土）～��日（火）�:00～1�:00

1�月�1日（日）1�:00～1�:00

1�月��日（月）開場1�：00 開演1�：�0

1�月��日（木）開場1�:00 開演1�:�0

中央公民館 展示ホール

文化センター ホール

西土佐ふれあいホール

中央公民館 展示ホール

中央公民館 展示ホール

文化センター ホール

文化センター ホール

文化センター ホール

エレクトーニステージ�01�
発表会・ジョイフルライブin四万十

主催 四万十市文化祭執行委員会  共催 四万十市 四万十市教育委員会

【問い合わせ先】 （市）教育委員会 生涯学習課  ☎（��）��11

■
代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録

　

代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い

て
も
即
日
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
課
窓
口
に
少
な
く

と
も
二
回
は
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録
の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
印
鑑
登
録
の
申
請

　

印
鑑
登
録
申
請
者
は
「
代
理
権
授
与
通
知
書
」
に
自
署
・

押
印
し
た
も
の
と
登
録
す
る
実
印
を
代
理
人
に
預
け
て
く

だ
さ
い
。
代
理
人
は
預
か
っ
た
「
代
理
権
授
与
通
知
書
」
と

登
録
す
る
実
印
を
持
参
の
う
え
、市
民
課
窓
口
で「
印
鑑
登

録
申
請
書
」を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

・
代
理
権
授
与
通
知
書
　

・
登
録
す
る
実
印

　

・
代
理
人
の
認
印

※

「
代
理
権
授
与
通
知
書
」
は
市
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
へ
来
庁
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
必

　

要
事
項
が
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
「
代
理
権
授
与

　

通
知
書
」と
み
な
し
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
市
民
課
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
後
、
本
人
の
意
思
に
よ
る
登
録
申
請
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
、
市
民
課
よ
り
「
印
鑑
登
録
照
会
書
」
を
登

録
申
請
者
の
住
民
票
上
の
住
所
地
に
郵
送
し
ま
す
。

②
印
鑑
登
録（
印
鑑
登
録
証
の
交
付
）

　

印
鑑
登
録
申
請
者
は
、郵
送
に
て
届
い
た「
印
鑑
登
録
照

会
書
」
の
委
任
状
欄
、
回
答
書
欄
に
自
署
し
、
登
録
す
る
実

印
を
押
印
し
代
理
人
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
は
そ

の
照
会
書
を
市
民
課
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
代
理
人
の
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
運
転

免
許
証
、保
険
証
等
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

★
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

・
印
鑑
登
録
照
会
書

　

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、保
険
証
等
）

　

・
代
理
人
の
認
印

印
鑑
登
録
の
完
了
と
な
り
、印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、印
鑑
証
明
書
も
取
得
可
能
と
な
り
ま
す
。（
印
鑑
登
録

料
、印
鑑
証
明
書（
１
通
）と
も
に
３
５
０
円
か
か
り
ま
す
）

■
代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録
の
廃
止

　

代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、「
代
理

権
授
与
通
知
書
」が
あ
れ
ば
即
日
廃
止
で
き
ま
す
。廃
止
の

手
続
き
は
、
市
民
課
窓
口
に
て
「
印
鑑
登
録
廃
止
届
」
を
記

入
し
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

・
代
理
権
授
与
通
知
書

　

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、保
険
証
等
）

　

・
代
理
人
の
認
印

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課
市
民
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

☎（
３
４
）１
１
１
３

　

（
総
合
支
所
）市
民
課
西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　
　
　
　

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

代
理
人
に
よ
る「
印
鑑
登
録
」お
よ
び「
印
鑑
登
録
の
廃
止
」に
つ
い
て
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 中村署管内では死亡事故が多発しており、昨年の倍の
�人の方が亡くなっています。うち�人は高齢者となって
おり、自宅周辺で事故に遭われた方が大変多いです。
 いつもの道、いつもの場所だからと油断することな
く、家の外に出たら車の動きに十分注意し、道路を横断
するときは、必ずいったん止まって車が来ないことを確かめましょう。また、駐車場での事故も多
発しています。車が急にバックしてくることがあるので、車の後ろは通らないようにしましょう。
 運転者も歩行者もお互いに気づかい、交通事故を防ぎましょう。またご家族、ご近所の皆さん、ぜ
ひ身近な高齢者の方へ声かけをお願いします。

 年末年始は外出や飲酒の機会も増え事故も多くなります。笑顔で新年を迎えるためにも、一人ひ
とりが気持ちを引き締め、交通安全に心がけましょう。
 ☆年末年始の交通安全運動  1�月10日（水）～1月�日（金）

【担当課】環境生活課・市民生活係 ☎（��）�1��

交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り
№18№18

　

あ
る
日
突
然
、本
人
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、命
を
奪

わ
れ
る
、怪
我
を
負
う
な
ど
、犯
罪
の
被
害
者
に
な
る
可

能
性
は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
す
。
直
接
的
な
被
害
だ
け

で
な
く
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
精
神
的
苦
痛
・

経
済
的
困
難
な
ど
の
二
次
被
害
に
遭
い
、
被
害
者
等
の

生
活
に
大
き
な
支
障
が
で
て
き
ま
す
。
高
知
県
に
お
い

て
も
50
人
に
1
人
の
割
合
で
、
事
件
や
事
故
等
に
巻
き

込
ま
れ
て
お
り
、
突
然
被
害
に
遭
い
何
を
ど
う
し
て
い

い
の
か
分
か
ら
ず
、
一
人
で
悩
む
方
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
お
か
れ
て
い
る
現

状
や
支
援
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
社
会
全
体

で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
犯
罪
被
害
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

　

（
西
部
地
区
会
場：

予
約
制
）

　

1
月
�0
日（
火
）
　

3
月
1�
日（
火
）
　
　
　
　

　

場
所
は
両
日
と
も
中
村
合
同
庁
舎（
古
津
賀
）

認
定
N
P
O
法
人 

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

☎
0
8
8(

8
5
4
）7
5
1
1

　

相
談
専
用
電
話
　

    

☎
0
8
8(

8
5
4
）7
8
6
7

　

（
月
〜
金
　

10
時
〜
1�
時
）

　

H
P 　

http://w
w

w
.shie

nce
nte

r-kochi.or.jp/

　

Facebook 　

https://w
w

w
.facebook.com

/kochi.vsc.����

　

被
害
者
支
援
に
協
力
し
よ
う
と
1�
月
末
ま
で
本
庁
1

階
と
西
土
佐
総
合
支
所
1
階
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
。皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　

☎（
3
5
）4
1
4
7

必
要
と
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
さ
さ
え 

社
会
の
さ
さ
え

〜
被
害
者
支
援
に
ご
協
力
を
〜

第
４
回 

子
犬
の
譲
渡
会

日
時
　

1�
月
1�
日（
水
）９
時
�0
分
〜

場
所

　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー（
古
津
賀
３
０
６
９-

４
）

　

☎（
３
４
）６
２
５
２

内
容

受
付
時
間
等

　

・
子
犬
を
譲
り
た
い
人
受
付
　

９
時
�0
分
〜
10
時

　

・
子
犬
を
飼
い
た
い
人
受
付
　

10
時
〜
10
時
10
分

　

・
抽
選
・
譲
渡
犬
決
定
　
　
　

 

10
時
10
分
〜
10
時
�0
分

　

・
愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会
　

10
時
�0
分
〜
11
時

　

・
子
犬
の
譲
り
渡
し
　
　
　
　

11
時
〜

子
犬
を
譲
り
た
い
人

　

・
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

・
譲
渡
す
る
子
犬
は
、
原
則
と
し
て
生
後
２
〜
３
カ
月
の

健
康
な
子
犬（
離
乳
済
み
）で
す
。

　

・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
子
犬
を
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

子
犬
を
飼
い
た
い
人

　

・
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

・
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
愛
犬
の
飼
養
前
講
習
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す
の
で
代
理
の
方
へ
は
お
譲

り
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
原
則
と
し
て
一
家
族
一
頭
の
譲
渡
と
し
、
希
望
者
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）幡
多
福
祉
保
健
所
　

衛
生
環
境
課

　

☎（
３
４
）５
１
１
９

死亡事故が多発しています！
死者数　（　）は高齢者
四万十市　　4人（3人）
黒潮町　　　2人（1人）
土佐清水市　2人（2人）

※10月�1日現在
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幡多広域消費生活センター便り
悪質商法を知り、だまされないようにしましょう！

 悪質業者はさまざまな手口を使って、あなたを狙っています。安易に契約せず、はっきりと断ることが大切で
す。手口は複雑・巧妙になっており、だまされたことに気づかないケースも少なくありません。
 トラブルにあわないために悪質商法を知って、被害を未然に防止しましょう。
 相談の多い商法を紹介します。

 四万十川および中筋川沿線において和船�艘が拾得され、現在水難救護法に基づいてこの漂流物を市で保管
しています。
 この漂流物に関する情報をお持ちの人は、下記連絡先まで連絡をお願いします。

【連絡先】（市）総務課 行政管理係
☎（��）1�0�  FAX （��）�1��

相談は無料、秘密厳守です　安心してご相談ください
【問い合わせ先】

幡多広域消費生活センター ☎ （��）��01
（月～金�時～1�時/1�時～1�時 祝日・年末年始を除く）

(市)環境生活課 ☎（��）�1��

種別

催眠（SF）商法

送りつけ商法

点検商法

マルチ商法

霊感・霊視商法

かたり商法

当選商法

主な商品・サービス

羽毛ふとん、健康食

品、磁気治療器

本、健康食品、ビデオ

白アリ駆除、消火器、

羽根ふとん、屋根工事

浄水器、健康食品、化

粧品等

印鑑、つぼ、数珠、仏

具、神具、占い 

消火器、電話機

海外宝くじ、懸賞金

販売方法

安売りや講習会の名目で人を集め、日用雑貨を無料で配り、雰囲気を

盛り上げて興奮状態にし、最後に高額の商品を売り付ける商法

注文（申し込み）していない商品を一方的に送り付け、消費者が受け取っ

た以上、支払わなければならないと思い込ませ、代金をだまし取る商法

点検に来たと家庭を訪問して、「白アリが発生している」等とだまして

駆除作業やふとんの点検を行い、高額な代金を請求する詐欺的商法 

商品を購入して会員となり、「新たな会員を勧誘すれば、高いリベート

が得られる」と称して、高額商品を売り付ける商法

「あなたの家には、悪霊が取りついている」等と、人の不幸や不安に付

け込み、高額な印鑑やつぼ、数珠等を売り付ける商法 

消防署員、ＮＴＴ職員等の身分をかたり、設置義務があるなどとだま

して、消火器やプッシュホン式電話機等を売り付ける商法 

当選したかのように錯覚させ、会員登録させる目的の商法

種類

和船①

和船②

和船③

材質

ＦＲＰ

ＦＲＰ

ＦＲＰ

全長×幅×深さ（ｍ）

�.0×1.�×0.�

�.0×1.�×0.�

�.�×1.�×0.�

発見場所

中筋川（森沢）

中筋川（坂本）

四万十川（鍋島）

色

船体：薄青

船内部：青

船体：白

船底：赤

船内部：赤茶

船体：青

発見時期

本年�月

本年�月

本年�月

所有者への引き渡し期限

平成��年�月

平成��年�月

平成��年�月

漂流物（船）の所有者に関する情報をお寄せください漂流物（船）の所有者に関する情報をお寄せください

和船① 和船② 和船③
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●
市
内
在
住
の
宮
﨑
章
弘
さ
ん
か
ら
、

鮎
の
し
ゃ
く
り
漁
で
使
用
す
る
竿
、計

1�
本
を
大
用
中
学
校
の
生
徒
へ
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
竿
は
宮

﨑
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
つ
く
ら
れ
、ご

自
宅
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
11
月
３
日(

月)

に
、
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
合
同
舞
踊
会
の
収
益
金
を
四
万
十
市
の
社
会
福
祉
の
た
め
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
慶
祥
流
祥
芳
会(

慶
祥
芳
之
さ
ま)

、
若

柳
流
小
鳩
会(

若
柳
吉
鶴
司
さ
ま)

か
ら
、金
10
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
四
万
十
市
社
会
福
祉
基
金
へ

積
立
し
、社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
11
月
11
日(

火)

に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
様
よ
り
、８
月
の
台
風
11
号
の
影
響

で
国
道
４
３
９
号
が
通
行
止
め
と
な

り
、生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
東
富
山

地
区
８
地
区
に
対
し
て
、金
��
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

東
富
山
地
区
区
長
会
で
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

寄付のお礼

■
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

　

『
第
12
回
ブ
ル
ネ
ル
賞
優
秀
賞
』受
賞

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
は
平
成
��
年
に
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
地
元
産
の
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し

た
温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

『
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
特
別
賞
』
を
は
じ
め
多
く
の
賞

を
受
賞
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、鉄
道
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
唯
一
の
国
際
デ
ザ
イ
ン
賞
で
あ
る
『
ブ
ル

ネ
ル
賞
』に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ブ
ル

ネ
ル
賞
の
受
賞
は
四
国
で
初
め
て
、ま
た
、第
３
セ
ク

タ
ー
鉄
道
と
し
て
も
初
め
て
で
、
日
本
国
内
の
今
回

の
受
賞
は
「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」
や
「
上
州

富
岡
駅
」「
な
な
つ
星
ｉ
ｎ
九
州
」な
ど
で
す
。

　

10
月
��
日
に
は
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
の
寺
田
敏

春
社
長
と
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ズ
の
川
西
康
之
氏
が
来
庁
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
の
様
子
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
��
日
に
は
幡
多
、
延
岡
、
佐
伯
の
建
築
士
で

構
成
す
る『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
��
』�0
周
年
記
念
講
演

会
で
川
西
博
之
氏
が
講

演
し
、初
め
て
中
村
駅
を

訪
れ
た
時
の
驚
き
や
、デ

ザ
イ
ン
を
す
る
う
え
で

の
こ
だ
わ
り
、苦
労
話
な

ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

国
際
的
に
も
高
い
評

価
を
受
け
る
中
村
駅
で
、

『
ぜ
い
た
く
な
待
ち
時

間
』を
過
ご
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。

■
宿
毛
の
史
跡
巡
り
と
だ
る
ま
夕

　

日
堪
能
ウ
オ
ー
ク

  

「
宿
毛
の
�1
人
」と
呼
ば
れ
る
偉
人
た
ち
の

史
跡
を
ガ
イ
ド
付
き
で
巡
り
、
歴
史
館
を
見

学
、
そ
の
後
は
大
島
へ
移
動
し
国
民
宿
舎
椰

子
か
ら
だ
る
ま
夕
日
を
観
賞
し
ま
す
。

※

自
然
現
象
の
た
め
、気
象
条
件
に
よ
っ
て

ご
覧
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

日
　
　

時
　

1�
月
６
日（
土
）1�
時
10
分
〜

集
合
場
所
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
東
宿
毛
駅

行
　
　

程

　

1�
時
10
分
　

東
宿
毛
駅
集
合

　

1�
時
�0
分
　

宿
毛
市
街
史
跡
巡
り

　

1�
時
�0
分
　

宿
毛
歴
史
館
見
学

　

1�
時
�0
分
　

咸
陽
島
公
園

　

1�
時
�0
分
　

国
民
宿
舎
椰
子
着

　

1�
時
�0
分
　

だ
る
ま
夕
日
観
賞

　

1�
時
10
分
　

夕
食

　

1�
時
10
分
　

宿
毛
駅
着
・
解
散

　
　
　
　
　
　

〈
約
４
・
２
㎞
〉

参
加
費

　

２
千
円（
入
館
料
、夕
食
代
、保
険
料
込
）

　

※

国
民
宿
舎
椰
子
で
入
浴
で
き
ま
す
。
　

　
　

（
入
浴
料
別
途
）

申
込
締
切
　

1�
月
１
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社 

中
村
駅

　

☎（
３
５
）４
９
６
１

わ
か
や
ぎ
き
ち
つ
る
し

け
い
し
ょ
う
よ
し
ゆ
き
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催
　

し

第��回読売中村ロードレース大会事務局

社会体育課（市民スポーツセンター内）☎（��）�0�1
問

　

約
３
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
、第
46
回

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
い
た
し
ま

す
。 

市
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

  

当
日
は
、レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
図
る

た
め
、一
部
交
通
規
制
を
致
し
ま
す
の
で
警
察

官
、交
通
指
導
員
、警
備
員
の
指
示
に
従
う
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日    

時

　

12
月
23
日（
火
・
祝
日
） ※

雨
天
決
行

　

９
時
　
　
　

開
会
式

　

９
時
55
分
　

ス
タ
ー
ト

各
コ 

ー 

ス
・
種
目

　

（
安
並
運
動
公
園
〜
蕨
岡
方
面
）

　

10
㎞
　

高
校
男
子
・一
般
男
子

　

５
㎞  

壮
年
・
高
校
女
子
・一
般
女
子

　

３
㎞  

小
学
生
・
中
学
生

第46回読売中村ロードレース

働く婦人の家講座 教
室
・
講
座

働く婦人の家
☎（��）����

問 申

【対　　　象】市内に居住または勤務する女性
【講　　　師】山﨑　ミヨコ
【申込み方法】12月８日（月）～　本人に限り窓口・電話で受付
　　　　　　9時～17時15分（12時～13時、土・日を除く）
　　　　　　※定員になり次第締め切り

期日項目 時間

12月23日（火）

講座名

クリスマス
ケーキづくり
（メニュー：
ガトー・
ショコラ・
クラシック）

①9時30分
　～12時
②13時30分
　～16時

定員

①・②
各5人

場所

働く婦人の家
2階　調理室

用意
するもの 備考

エプロン、
筆記用具

材料代
（1,600円）
※当日ご持参
　ください。

※講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

～お金がらみの詐欺被害に
遭わないために～

 年末年始は大きなお金の流れ
もあることから、詐欺などの被
害に遭いやすい時期でもありま
す。「自分だけは大丈夫」と思わ
ず、万が一、怪しい電話などがあ
れば、相手にせず、きっぱりと断
るようにしましょう。

現金を振り込まない！
公的機関の職員などから、「手続
きのためにATMの操作をして」
と言われたら詐欺！

現金を送らない！
「レターパックや宅急便でお金
を送って」と言われたら詐欺！

現金を手渡さない！
身内が必要だという現金を代理
の人物に渡さない。
公的機関を名乗る者から「カー
ドや通帳を預かります」と言わ
れたら詐欺！

「留守番電話」を活用しましょう！
録音されると証拠が残るため、
犯人は留守番電話を嫌います。
在宅中も留守番電話に切り替え
ておきましょう！

【問い合わせ先】
中村地区地域安全協会

（中村警察署内）
☎（��）0110

お
知
ら
せ

平成27年 消防出初式

日
　

時
　

１
月
４
日（
日
）
　

９
時
〜

場
　

所

　

安
並
市
民
運
動
補
助
グ
ラ
ン
ド（
安
並
）

　

※

荒
天
時
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

　
　

（
９
時
30
分
）

内
　

容

　

○
市
内
車
両
パ
レ
ー
ド（
中
村
一
条
通
）

　

○
団
員
の
表
彰
・
車
両
点
検（
安
並
市
民
運

　
　

動
補
助
グ
ラ
ン
ド
）

　

○
全
車
両
に
よ
る
一
斉
放
水（
安
並
水
車
付
近
）

　
　

（
11
時
15
分
頃
）

日
　

時
　

１
月
４
日（
日
）
　

９
時
〜

場
　

所

　

安
並
市
民
運
動
補
助
グ
ラ
ン
ド（
安
並
）

　

※

荒
天
時
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

　
　

（
９
時
30
分
）

内
　

容

　

○
市
内
車
両
パ
レ
ー
ド（
中
村
一
条
通
）

　

○
団
員
の
表
彰
・
車
両
点
検（
安
並
市
民
運

　
　

動
補
助
グ
ラ
ン
ド
）

　

○
全
車
両
に
よ
る
一
斉
放
水（
安
並
水
車
付
近
）

　
　

（
11
時
15
分
頃
）

四万十消防署    ☎（��）���1 
西土佐分署    ☎（��）11��

問
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(市)人権啓発課 ☎（��）10��
（市）教育委員会 西土佐教育分室 ☎（��）1110

募
　

集

第10回四万十市スポーツ賞　推薦募集 　

教
育
委
員
会
で
は
、市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、「
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」の
実
現
を

図
る
た
め
、「
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」を
制
定
し

顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
個
人
、団
体
を
表
彰
い
た

し
ま
す
。

　

日
頃
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
団
体
の
推
薦
を

お
願
い
し
ま
す
。

推
薦
書
配
布
場
所

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
、西
土
佐
教
育
分
室
、

　

具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

応
募
締
切  

　

１
月
30
日（
金
）17
時
必
着

推
薦
数    

複
数
名
、複
数
団
体
の
推
薦
可

候
補
者
の
推
薦
基
準（
概
要
）

　

優
秀
賞

　

本
市
に
住
所
を
有
し
、平
成
26
年
１
月
31
日
か
ら
平

　

成
27
年
１
月
29
日
ま
で
の
間
に
各
種
の
競
技
会
に

　

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
上
げ
た
個
人
ま
た
は
団
体

　

功
労
賞

　

本
市
に
住
所
を
有
し
、永
年
に
わ
た
り
優
秀
な

　

選
手
を
育
成
し
た
個
人
お
よ
び
本
市
の
ス
ポ
ー

　

ツ
普
及
、発
展
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
な

　

個
人
ま
た
は
団
体

　

特
別
賞

　

本
市
出
身
者
等
で
平
成
26
年
１
月
31
日
か
ら
平
成

　

27
年
１
月
29
日
ま
で
の
間
に
国
際
的
規
模
の
大
会
に

　

お
い
て
優
秀
な
功
績
を
残
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

選
考
方
法

    

推
薦
さ
れ
た
個
人
、団
体
を
選
考
委
員
会
で
選

　

考
し
受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

表
彰
式
　

賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す

　

日
時    

３
月
１
日（
日
）10
時
〜

　

会
場    

市
立
中
央
公
民
館 

四万十市連合婦人大会 　

多
様
化
す
る
現
在
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、婦

人
会
は
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
大
切

に
と
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
活
動
が
、

地
域
社
会
で
の「
和
と
絆
」に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

い
、「
四
万
十
市
連
合
婦
人
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

12
月
13
日（
土
）10
時
〜
15
時

場
　

所

　

市
立
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

（
西
土
佐
用
井
1
1
0
1
ー
5
）

日
　

程

　

●
受
　
　

付
　

10
時
〜
10
時
30
分

　

●
開
会
行
事
　

10
時
30
分
〜
11
時

　

●
講
　
　

演
　

11
時
〜
12
時

　
　

・
演
題

　
　

｢

食
と
防
災
に
つ
い
て
〜
災
害
時
に
お
け
る

　
　

食
生
活
に
つ
い
て
〜｣

　
　

・
講
師
　

津
野
　

美
保

　
　

（
公
益
社
団
法
人
高
知
県
栄
養
士
会
会
長
）

　

●
研
　
　

修
　

13
時
〜
14
時

　
　

・
演
題
　

｢

健
康
体
操
に
つ
い
て｣

　
　

・
講
師
　

米
津
　

小
巻

　
　

（
え
っ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
副
代
表
）

　

●
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
　

 

14
時
〜
14
時
50
分

　

●
閉
　
　

会
　

14
時
50
分
〜
15
時

催
　

し

（市）教育委員会 社会体育課（市民スポーツセンター内）
☎（��）�0�1

催
　

し

体育始め　新春はしりぞめ 
日
　

時

　

１
月
３
日（
土
）10
時（
受
付
９
時
30
分
〜
）

　

※
小
雨
決
行
。中
止
の
場
合
は
当
日
８
時
に
、

　
　

中
村
小
学
校
玄
関
前
に
掲
示
し
ま
す
。

コ 

ー 

ス

　

約
１
２
０
０
ｍ

　

（
中
村
小
学
校
↓
新
町
↓
天
神
橋
↓
小
姓

　

町
↓
文
化
セ
ン
タ
ー
前
↓
中
村
小
学
校
）

参
加
定
員
　

先
着
４
０
０
人

参
加
方
法

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

当
日
、会

　

場
で
受
付
し
ま
す
。（
無
料
）

※
大
会
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、主
催
者
が
か

　

け
る
1
日
傷
害
保
険
の
範
囲
内
の
み
で
の

　

対
応
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

主
　

催

　

（
市
）教
育
委
員
会
　

（
市
）ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

委
員
会
　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

協
　

賛
　

四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

（市）教育委員会 社会体育課（市民スポーツセンター内）
☎（��）�0�1

問

問

問 申
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教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会 12月開催講座

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。
問 四万十市雇用創造促進協議会 ☎（��）���0 FAX（��）���1 

ホームページ http://www.shimanto-koyo.com/

募集種目 日  時 場  所 内  容 募集期間 定員講  師

1�月10日（水）
まで

�0人
◎ファンとつながり、繁盛店に！フェイ
 スブック活用術

◆販売・企画力向上
 セミナー

◆��森林活用研修

1�月11日（木）
1�:00～1�:00

市立中央公民館 
�階 研修室Ⅱ

1�月1�日（月）
�:00～1�:00

四万十市佐田の
山林

（集合場所：
川辺のコテージ）

1�月1�日（火）
�:00～1�:00

四万十市佐田の
山林

◎低コストで壊れない作業道の作り方
 ※�日間のお弁当・お飲み物はご持参く
  ださい。
 ※山で作業できる服装でお越しください。

宮松 利博
（㈱ＩＳＳＵＮ代表
取締役）

1�月1�日（金）
まで

�0人
◎実践メニューによって開発された商品
 等の成果を、市の中小企業や創業予定
 者等への公開及び伝承

◆成果品公開セミ
 ナー

1�月�1日（日）
1�:00～1�:00

新ロイヤルホテル
四万十
�階 大宴会場

1�月�日（月）
まで

�0人
橋本 光治

（橋本林業）

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課 
☎（��）1�0�

1�月1�日（金）
1�時～1�時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望

《相談委員》正木 卓夫 ☎(��)���0
     平石眞理子 ☎(��)���0

行政相談所

日本政策金融公庫 高知支店 
農林水産事業
☎ 0��(���)10�1

1�月��日（木）
JA高知はた本所 

�階
農業に関する借入相談、経営全般に関する
お悩みなどの相談（要事前予約）

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日
開催）

お
知
ら
せ

労働条件相談ほっとライン 　

夜
間
お
よ
び
休
日
に
労
働
基
準
法

等
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付

け
る「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。労
働
条
件
の
こ

と
、労
働
者
の
方
も
企
業
経
営
者
の
方

も
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

０
１
２
０（
８
１
１
）６
１
０

　
　
　
　
　

（
は
い
！
ろ
う
ど
う
）

　

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
可
能

開
設
期
間
　

３
月
31
日（
火
）ま
で

受
付
時
間

　

平
日（
月
・
火
・
木
・
金
）
　

17
時
〜
22
時

　

土
・
日
　

10
時
〜
17
時

　

※
12
月
６
日（
土
）は
12
時
〜
17
時

　

※
年
末
・
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月

　
　

３
日
）は
除
く
。

高知労働局 労働基準部監督課
☎0��（���）�0�� 

問

催
　

し

警察犬競技会 　

12
月
14
日（
日
）、8
時
〜
16
時
ご
ろ

ま
で
、赤
鉄
橋
両
サ
イ
ド
の
渡
川
緑
地

公
園
に
お
い
て
、四
国
管
内
警
察
犬
約

1
0
0
頭
参
加
の
も
と
、当
市
で
２
回

目
の
服
従
訓
練
、追
及
訓
練
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。（
な
お
、12
月
13
日
は
終
日

準
備
を
行
い
ま
す
）

　

警
察
犬
は
行
方
不
明
等
の
捜
索
活

動
や
地
域
犯
罪
の
防
止
な
ど
ひ
た
む

き
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（公社）日本警察犬協会 高知県支部
幹事 西原功 ☎（��）�1��

問

お
知
ら
せ

補助金活用説明会 　

中
村
商
工
会
議
所
で
は
、四
万

十
市
内
で
事
業
を
営
む
方
や
創
業

を
考
え
て
い
る
方
に
向
け
、各
種

公
的
機
関
が
実
施
す
る
補
助
制
度

の
説
明
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

　

補
助
制
度
の
活
用
は
、経
営
の

改
善
や
創
業
に
挑
戦
す
る
皆
さ
ん

を
支
援
し
、事
業
推
進
の
手
助
け

と
な
り
ま
す
。今
回
の
説
明
会
で

は
、気
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
し

た
ら
、個
別
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

下
記
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時

　

 12
月
22
日（
月
）

　

全
体
説
明
　

13
時
30
分
〜

　

個
別
説
明
　

15
時
40
分
〜

場
　

所

　

中
村
商
工
会
議
所
3
階
会
議
室

対
象
者

　

市
内
の
事
業
者
お
よ
び
創
業
を

　

考
え
て
い
る
方

参
加
機
関

　

高
知
県
、高
知
県
産
業
振
興
セ
ン

　

タ
ー
、高
知
県
社
労
士
会
、四
万

　

十
市

中村商工会議所
☎（��）����

問
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経
済
産
業
省
で
は
、製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
工
業
統

計
調
査
を
平
成
��
年
1�
月
�1
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、調
査
結
果
は
国

や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使

わ
れ
る
ほ
か
、大
学
や
民
間
の
研
究
機
関
、小
・
中
・
高
等
学
校
の

教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
内
に
お
い
て
は
1�
月
下
旬
よ
り
、従
業
者
数
４
人
以

上
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
し
て
、調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
に

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、統
計
法

に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
・
高
知
県
・

　

四
万
十
市

経 済 産 業 省
高 知 県
四 万 十 市

平成26年工業統計調査
ご協力のお願い

12月30日(火）佐々山歯科医院

竹松歯科

幸歯科医院

さつき新谷歯科

にいや歯科

幡多郡大月町弘見2066-5
☎0880（73）0773

四万十市右山五月町14-16
☎（34）6881

四万十市具同2241-5
☎（37）4182

宿毛市中央1-6-35
☎0880（63）0227

土佐清水市栄町2-14
☎0880（82）4181

1月 1日(木）

12月31日(水）

1月 2日(金）

1月 3日(土）

　

年
の
瀬
に
な
り
ま
し
た
。
後
一

カ
月
も
す
れ
ば
、「
馬
」
が
去
っ
て

ゆ
き
、「
羊
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。

年
の
移
り
変
わ
る
時
期
は
干
支

の
入
れ
替
わ
る
時
で
も
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
干
支
の
動
物
に

つ
い
て
何
か
書
い
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
蛇
王
神

社
の
入
り
口
に
配
置
さ
れ
た
一

対
の
白
蛇
の
像
が
興
味
深
い
た

め
、
今
回
自
分
の
専
門
を
生
か
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
は
あ
ま
り
普

段
な
じ
み
の
な
い
古
典
文
学
に

散
見
す
る
蛇
に
ま
つ
わ
る
伝
承

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
８
世
紀
末
か
ら
９
世

紀
初
に
編
ま
れ
た
、
日
本
に
現
存

す
る
最
古
と
言
わ
れ
る
仏
教
説

話
集
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
次
の

よ
う
な
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。
慈

悲
深
い
女
が
、
焼
か
れ
る
間
際
の

「
蟹
」
と
蛇
に
食
わ
れ
そ
う
に
な

る
「
蛙
」
を
救
う
た
め
に
、
蛇
の
妻

に
な
る
約
束
を
し
ま
し
た
。
約
束

通
り
に
や
っ
て
き
た
蛇
が
家
の

外
で
さ
ま
ざ
ま
な
恐
ろ
し
い
仕

業
を
し
ま
す
。
外
出
が
怖
く
て
、

屋
内
に
引
き
こ
も
っ
て
い
た
女

は
た
だ
外
の
パ
チ
パ
チ
と
す
る

音
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
翌
日
屋

外
を
の
ぞ
い
た
ら
、
な
ん
と
蛇
が
、

集
ま
っ
て
き
た
蟹
に
ず
た
ず
た
に

切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

類
の
話
は
一
般
的
に
「
動
物
報
恩

譚
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
蛇
が
人
間
と
の
結
婚
を
求

め
る
「
異
類
婚
姻
譚
」
と
も
称
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
典
文
学
に

よ
く
見
ら
れ
る
類
型
で
す
。

　

一
方
、
中
国
の
杭
州
市
に
は
「
白

娘
子
」
と
い
う
人
情
深
い
蛇
に
ま

つ
わ
る
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い

ま
す
。
白
娘
子
は
か
つ
て
自
分
の

命
を
救
っ
た
許
仙
に
恩
返
し
す
る

た
め
に
、
彼
と
夫
婦
と
な
り
、
幸
せ

な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
金
山
寺
の
「
法
海
」
と
い
う

僧
が
白
娘
子
の
正
体
を
見
抜
き
、

「
妖
怪
を
降
伏
さ
せ
る
」
と
い
う
理

由
で
、
許
仙
を
金
山
寺
に
監
禁
し

ま
し
た
。
白
娘
子
は
夫
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
金
山
寺
を
水
攻
め
し

ま
し
た
が
、
仏
法
の
破
壊
者
と
な

り
、
と
う
と
う
法
海
に
雷
峰
塔※

に
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
四

大
伝
説
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ

る
こ
の
話
は
『
白
蛇
伝
』
に
見
ら

れ
、
北
宋
時
代
（
９
６
０－

１
１
２

７
）
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
を
題
材
と
し
た
京
劇
が
現
在
で

も
度
々
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　

面
白
い
こ
と
に
、
蛇
王
神
社
の

入
り
口
の
蛇
も
白
色
で
、「
白
娘

子
」
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。
蛇
は
恐
ろ

し
い
、
執
念
深
い
動
物
と
さ
れ
る

一
方
、
恩
を
知
る
、
人
間
に
幸
せ
を

運
ぶ
動
物
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

我
々
が
野
原
で
遭
遇
し
た
蛇
は

ひ
ょ
っ
と
し
て
、
幸
せ
を
運
ぶ
使

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
一
年
は

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
幸
多

き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※

雷
峰
塔―

杭
州
の
西
湖
の
畔
に

　

そ
び
え
る
五
層
八
角
塔
、世
界
遺

　

産
。夕
日
の
輝
き
の
中
で
の
姿
が

　

一
番
美
し
い
と
さ
れ
る
。「
雷
峰

　

夕
照
」は
西
湖
十
景
の
一
つ
。

古
典
へ
の
招
待―

蛇
に
関
す
る
日
中
の
伝
説

国
際
交
流
員
　

潘
　

寧

ハ
ン
　
　

   　

ネ
イ

に
ほ
ん
り
ょ
う
い
き

か
に

か
え
る

こ
う
し
ゅ
う

ど
う
ぶ
つ
ほ
う
お
ん

た
ん

い
る
い
こ
ん
い
ん
た
ん

き
ん
ざ
ん
じ

ほ
う
か
い

ら
い
ほ
う
と
う

は
く
じ
ゃ
で
ん

ほ
く
そ
う

は
く

じ
ょ
う
し

工業統計
キャラクター
コウちゃん

幡多地区年末年始
休日救急歯科診療
当番医療機関
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く116

　

台
風
、
洪
水
、
崖
崩
れ
、
加
え
て
御

嶽
山
の
爆
発
と
、
大
き
な
被
害
を
受

け
た
日
本
列
島
で
し
た
が
、
救
助
に

あ
た
っ
た
人
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

働
き
が
、
こ
の
夏
も
大
き
な
感
動
を

呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

苦
難
を
乗
り
越
え
て
秋
本
番
で
す
。

神
社
の
杜
に
は
秋
祭
り
の
幟
が
風
に

は
た
め
き
、
長
閑
な
太
鼓
の
音
も
響

い
て
し
み
じ
み
と
し
た
日
本
の
情
緒

が
伝
わ
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
太
鼓
の
こ
と
で
す
が
、

ど
こ
の
地
域
で
も
伝
統
行
事
が
開
か

れ
る
と
、た
い
て
い
の
場
合
、集
ま
り

の
真
ん
中
に
お
か
れ
ま
す
。
神
社
の

祭
礼
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
盆
踊
り
、

運
動
会
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
役
割
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
被
差

別
地
区
の
人
々
の
手
で
生
ま
れ
た
こ

と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

太
鼓
に
張
ら
れ
る
皮
は
牛
の
皮
で

す
。
農
家
の
牛
が
働
け
な
く
な
る
と

部
落
の
人
々
で
解
体
処
理
を
さ
れ
、

毛
皮
に
な
り
、
技
術
を
加
え
て
鞣
し

革
と
な
り
、
太
鼓
や
馬
具
や
靴
な
ど

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

太
鼓
の
胴
は
欅
の
大
木
で
山
の
民

が
伐
り
だ
し
た
も
の
、
皮
と
胴
を
結

ぶ
鋲
は
鍛
冶
屋
が
作
っ
た
も
の
で
す
。

太
鼓
一
つ
に
、
農
民
、
山
の
民
、
鍛
冶

屋
、被
差
別
の
人
と
、数
々
の
人
の
手

が
加
え
ら
れ
、
初
め
て
一
つ
の
音
が

出
来
上
が
り
ま
す
。

　

幕
藩
体
制
の
中
、
被
差
別
地
区
の

人
た
ち
が
受
け
て
い
た
差
別
は
、
特

別
に
酷
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、『
太
鼓
』
と
い

う
日
本
の
文
化
を
創
り
上
げ
る
た

め
に
は
、そ
こ
を
除
け
者
に
し
て
い

た
の
で
は
実
現
は
不
可
能
だ
っ
た

の
で
す
。こ
の
人
た
ち
の
技
術
や
体

験
が
な
か
っ
た
な
ら
、日
本
文
化
は

成
り
立
た
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

死
牛
馬
を
解
体
処
理
す
る
こ
と

は
う
れ
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。血
で
汚
れ
る
ば
か
り
か
、

獣
の
血
か
ら
、そ
の
人
自
身
が
ケ
ガ

レ
た
躰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
ん
な

躰
で
人
様
の
中
に
入
っ
て
き
て
は

な
ら
ぬ
、と
い
う
の
が
当
時
の
言
い

分
だ
っ
た
の
で
す
。蔑
み
な
が
ら
も
、

士
た
ち
は
革
製
品
を
争
っ
て
求
め
、

鎧
兜
に
使
用
し
ま
し
た
。

　

皮
で
出
来
た
太
鼓
は
神
様
の
膝

元
で
人
々
の
中
心
に
据
え
ら
れ
ま

し
た
。死
牛
馬
解
体
で
得
た
知
識
や

技
術
は
、そ
の
当
時
だ
け
で
は
な
く
、

明
治
以
後
に
も
、多
く
の
恩
恵
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。太
鼓
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、新
し
い
西
洋
医
学
の
解
剖

学
に
も
多
大
の
貢
献
が
な
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
か
を
除
け
者
に
し
た
の
で
は
、

何
一
つ
生
ま
れ
て
は
来
な
い
こ
と

を
覚
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

山
岡
 

美
結

沖
本
 

真
凜

末
信
 

優
悟

濵
岡
 

紘
史
朗

岡
田
 

紗
和

　

本
 

三
結

山
崎
 

杏
奈

西
村
 

楓

蕨
川
 

陽
菜

朝
比
奈
 

璃
空

谷
本
 

翔
輝

井
村
 

か
ん
な

吉
川
 

昂
汰

新
改
 

結
菜

中
脇
 

ひ
よ
り

み
ゆ

ま
り
ん

ゆ
う
ご

こ
う
し
ろ
う

さ
わ

み
ゆ

あ
ん
な

か
え
で

ひ
な

り
く

し
ょ
う
き

こ
う
た

ゆ
い
な

恭
輔

竜
也

晃
太
郎

彰
吾

真
人

剛
史

猛
志

和
匡

勇
樹

露
威

貴
俊

亨浩
人

祐
貴

健
太
郎

（
平
成
26
・
11
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
26
・
11
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
山
手
通

中
村
本
町

中
村
一
条
通

中
村
東
町

右

山

右
山
元
町

中
村
丸
の
内

安

並

安

並

入

田

入

田

入

田

入

田

具

同

渡

川

渡

川

渡

川

赤

松

町

江

ノ

村

楠

島

名

鹿

下

田

909988876865813873879292857475755591788582100

中
村
弥
生
町

右
山
天
神
町

右
山
天
神
町

安

並

入

田

具

同

具

同

具

同

具

同

渡

川

渡

川

森

沢

佐

田

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
中
家
地

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享
　

年

（
満
年
齢
）

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
親

族
等
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

貞
廣
 

ま
さ
よ

石
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房
江

東
 

進

松
尾
 

要

中
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瞳

明
神
 

道
子

福
川
 

庸
子

今
倉
 

伸
一

山
本
 

正

渡
邊
 

健
市

濵
田
 

勝

元
吉
 

久

横
田
 

嘉
之

柴
岡
 

和
幸

門
田
 

速
雄

沖
 

貞
介

宮
﨑
 

正
好

大
久
保
 

惠
基

桑
原
 

義
孝

畔
元
 

武
夫

鍋
島
 

す
や
子

大
藤
 

玉
喜

双

海

蕨

岡

乙

田
野
川
乙

敷

地

岩

田

岩

田

佐

田

大

屋

敷

大

用

大

用

西
土
佐
橘

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
大
宮

64708895887765888487838489

野
中
 

敬
一

松
田
 

幸
雄

門
舛
 

正
雄

池
田
 

末
雄

柿
葉
 

八
　

子

福
留
 

久
雄

土
居
 

和
壽

三
石
 

芳
枝

橋
村
 

多
万
子

　

田
 

米
野

横
山
 

峯
子

岡
本
 

惠
美
子

岡
﨑
 

百
合
子

無料労働相談窓口
 高知県労働委員会は、労働相談により職場の
お悩み解決のお手伝いをしています。「突然解
雇された」「残業代が支払われない」といったお
悩みに対し、解決に有効な情報提供を行いま
す。費用は無料です。秘密は厳守されますので、
お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】
 高知県労働委員会事務局
 （月～金�:�0～1�:1� 祝日・年末年始を除く）
 ☎0��（��1）����

ひ
ど

の
さ
げ
す

さ
む
ら
い

よ
ろ
い
か
ぶ
と

ひ
ざ

か
い
ぼ
う

が
く

も
と

す

こ
う
ず
い

お
ん

た
け
さ
ん

も
り

の
ぼ
り

の
ど
か

な
め

け
や
き

び
ょ
う

か
じ
や
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市民のひろば市民のひろば

「絆」

【絵画の部】 【標語の部】
・審査員特別賞・審査員特別賞

・審査員特別賞

※所属校・学年は受賞当時のものです。

安光 瑠華 さん

やすみつ るか

（東中筋中学校２年）

矢野川 翔太 くん

やのがわ しょうた

（八束中学校３年）神田 倭文子 さん

かんだ しずこ

（大用小学校５年）

「宝物」

・審査員特別賞

走川 寧々 さん

はせがわ ねね

（東山小学校４年）

苦しみを　声に出すこと　大事だよ

ありがとう　当たり前でも　あたたまる

お知らせお知らせ

カメラに向かって笑顔で答えるメンバー

【問い合わせ先】
 （一社）四万十市シルバー人材センター
  中村本所  （四万十市社会福祉センター内） ☎（��）�11�
  西土佐支所 （四万十市総合福祉センター内） ☎（�1）�11�

四万十市シルバー人材センターからのお知らせ四万十市シルバー人材センターからのお知らせ
 シルバー人材センターは、�0歳以上の元気で働く意欲のある人が会員となり、事業などを自
主的に運営している団体です。

60歳以上の元気で働く意欲ある会員を募集中！特に、女性会員の登録お待ちしております！
 企業や個人、公共団体などからの仕事依頼もお待ちしています。お気軽にセンターへご相談
くさだい。

シルバー人材センターでは、こんな仕事をしています。
 ○屋内外の一般作業 除草、草刈、伐採、家の掃除、お墓の掃除、農作業、土木作業、展示会等搬
           入出作業など
 ○技能を必要とする仕事 大工仕事、左官仕事、剪定、ふすま・障子・網戸の張替など
 ○サービス分野 家事援助サービスなど
 ○事務分野 毛筆筆耕、宛名書き、毛筆賞状書など

　

市
地
域
集
落
再
生
事
業
に
よ
っ
て
発
掘
し
た
地
域
資

源「
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
」に
関
す
る
中
組
絆
の
会
の
取
り

組
み
が
、11
月
１
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ「
お
は
よ
う

四
国
」で
四
国
内
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
組
集
落
で
明
治
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
と

言
わ
れ
る
豆
腐
づ
く
り
を
紹
介
し
、
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ

を
初
め
て
見
た
リ
ポ
ー
タ
ー
を
驚
か
せ
、食
べ
て
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中組絆の会では「ふわふわとうふづくり交流体験」を

随時受付中です。

【問い合わせ先】中組絆の会（市川代表） ☎（��）�1�0

「
西
土
佐
中
組
の
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
が  

四
国
内
テ
レ
ビ
放
送
！
」

「
西
土
佐
中
組
の
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
が  

四
国
内
テ
レ
ビ
放
送
！
」
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